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新時代を迎えた林木育種
一現状と今後の展開一

膳歯瀧
M1ⅡⅡlⅡ1111Ⅱ11ⅡUⅡ11ⅡⅡ1Ⅲ11Ⅱ1111Ⅲ111|ⅡⅡ11Ⅱ11Ⅱ111ⅡIMIⅡⅡ11ⅡⅢ111ⅡⅡIⅡⅡ1111ⅡⅡⅡIlIllIlⅡ11ⅡlllIlⅡⅡIllllilⅡ‘''‘皿'，ⅡⅡⅡⅡ111ⅡlⅡ11ⅢⅡII11IIlMlLII茄茄'11Ⅱ11ⅡⅡⅡIⅡIIIllⅡ【IⅢⅡ11111ⅢIⅡⅡⅡlⅡiⅡ''1m111ⅡIⅡⅡIⅡⅡlⅢlⅡ

育種事業の現状

＊林業試験場造林部

遺伝育種科長

林業技術No.5301986．5

わが国で初めての組織的な育種事業である精英樹選抜による育種事業が

実施されてから，早いものでやがて30年を迎えようとしている。この一

つの節目に，いままでの育種事業の経緯をふまえて，今後の新たな展開に

ついて私見を述べてみたいと思う。

精英樹選抜による育種事業は，多くの先学が英知を結集してつくられた

もので，集団選抜（多くのすぐれた個体を選び，その種子を混合して次代

を育成する方法）がその基本になっている。集団選抜は林木でもっとも適

切な育種法であると考えられているが，その主たる理由は，林木で遣伝的

改良を行うとき，集団の遺伝的多様性を維持することが，基本的な要件と

して考慮されなければならないからである。言うまでもないことである

が，林木は長期にわたって山地に生育するために，天然に発生し，その発

生を予測することもむずかしい多種多様な危害に対して，集団としての安

全性を保持していなければならない。この集団としての安全性は，林木の

場合，集団が遺伝的多様性をもつことによって対処せざるをえないと考え

られる。現実に要望される様々な育種目標について，育種事業が計画，立

案されるとき，‐上述のことがつねに考慮されている。

さて，精英樹選抜による育種事業では，全国的規模で現存する森林の中

から，生長のよい，樹形，幹形等のすぐれた木が精英樹（プラス木）とし

て選抜され，スギ，ヒノキをはじめとする主要な造林樹種で，約9,000本

の精英樹が選抜されている。また造林用の育種種苗を生産するために，精

英樹の分身であるツギキ,サシキ苗で採種園,採穂園が造成されており，採

種園は約1,500ha,採穂園は約4701,aに達している。さらに採種園，採穂

園で生産された次代の苗木(家系およびクローン)を用いて検定林が設定さ

れており，全国で2,000カ所，約2,700haに及んでいる。検定林では，選

抜された精英樹の特性を再確認するとともに，次代での特性の発現も実地

に検証することになっている。まだ幼齢時の生長についての成績しかわか

っていないが，多数の調査事例からみて，採種園で生産される育種苗は在

来の造林種苗に比べて，樹高，直径で10％程度の改良効果が期待され，

保育過程での除・間伐による選択が加われば，その効果はもっと大きくな



るとみてよいだろう。いままでの知見によれば，林木で多収性，良質性に

かかわる重要な形質は，集団選抜で十分に大きな改良効果を期待すること

ができるものと考えられる。

一方，精英樹選抜による育種事業で採種園,採穂園の設定が終わり,造林

種苗を供給しはじめた]5年ほど前から,新たな育種事業として気象害抵抗

性育種事業（寒害，雪害抵抗性）が実施されている。高頻度に激害が発生

する地域では，精英樹に良好な生育を期待することはむずかしく，遺伝的

に強い抵抗性をもつ造林種苗を新たに育成しなければならない。寒害，雪

害の激害地で健全に生育していた個体が抵抗性候補木として，スギを主体

に約7,200本選抜され,採種園,採穂園や検定林の設定が進められている。

抵抗性については,その後さらにマツノザイセンチュウ抵抗性,スギカミキ

リ，スギザイノタマパエ抵抗性（地域虫害抵抗性育種事業）もすでに事業

化されている。さらにカラマツ材のねじれを改良するためのカラマツ材質

育種事業，しいたけ原木の安定供給を図るた功のしいたけ原木育種事業等

も実施されている。

このようにみてくると，30年にわたる育種事業の実績は非常に大きなも

のであることを理解していただけると思う。しかし，気象害，病虫害に対

する抵抗性をはじめとして，育種に期待されている多くの要望にこたえる

ために，育種事業が次々と計画，実施されている現状では，個々の事業の

実行内容に，解決しなければならない多くの問題が残されてきているのも

事実である。その中でも事業としてみたときに，特に大きな問題点である

と考えられるのは,最初に着手された精英樹選抜による育種事業の採種園，

採穂園で，育種種苗の生産量が予想以上に少ないことであろう。育種事業

は，すぐれた特性をもつ育種種苗が現実に使われて，はじめて一つの段階

を終わるものである。また，育種種苗が実際に使われることによって，育

種は必要なものであり，役だつものであるという林業家の理解が得られる

ものではないだろうか。

林木の育種事業では，研究，技術開発の必要な課題が非常に多いが，対

象とする樹種で選抜後短期間内に，目的とする数量の種子あるいはクロー

ンの生産を行う増殖技術，例えばスギのミニチュア採種園や組織培誕によ

るクローニング技術等を，積極的に開発して事業の中で活用する必要があ

るだろう。今後，抵抗性等の育種事業で実用種苗を生産するときにも，必

ず役だつに違いない。また，このような増殖技術にかぎらず，育種年限を

短縮する手段を開発することは，生産期間の長い林木で特に大事なことで

あると思われる。

精英樹選抜による育種事業をはじめ，林木における育種事業は，集団選

抜を基本にして実施されているので，一度の選抜でその目的がすべて達成

されるものではなく，世代を重ねて繰り返し選抜を行い遺伝的改良を進め

る長期計画，つまり将来世代の育種計画がどうしても必要になる。抵抗

3

将来世代の育種計画
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遺伝資源保全の進展

林業技術No.5301986.5

性，材質等の育種事業は着手されてからまだ日の浅いものが多く，当初の

選抜による効果の判定と実用種苗の生産が今後の課題になっているが，精

英樹選抜による育種事業では，将来世代の育種計画を現実の事業の柱とし

て実行する段階に入っていなければならないと思われる。精英樹の第2次

以降の繰り返し選抜では，第1次選抜で重点がおかれた生長量よりも，む

しろ樹形，幹形等の優良な形質例えば幹の通直性，真円性，完満性，あ

るいは細枝性，自然落枝性，細長な樹冠形等に重点をおいた選抜を行うこ

とによって，いっそうの特性の向上が期待される。

このような将来世代の育種計画を進めるためには，まず精英樹の相互交

配による家系群で，第2次選抜を行うための選抜対象集団（育種集団棚

をできるだけ早く造成しなければならない。また，地域的にみて選抜され

た精英樹が不十分のときには，追加選抜も併行して実行する必要がある。

すでにこの計画の一部に成り得るパイロットプラン（交雑育種事業化プロ

ジェクト）も実施されているが，抵抗性等のほかの優良形質との組み合わ

せを主たる目的としており，全体の規模も十分とはいえない。精英樹の追

加選抜も行われているが，全体計画が明らかでなく，選抜本数も少ない。

将来世代の育種計画への着手は，すでに遅きに失しているが，残念ながら

なお今後の課題であるといわざるをえない。林木は生産期間（一世代）が

長いだけに，この長期計画について実行体制を十分に検討し，早急に取り

組まなければならないと思う。

将来世代の育種計画では，集団の遺伝的多様性を維持しながら世代を重

ねて育種目標を達成することになるが，主要樹種で遺伝的改良が進むと，

それに伴って有効な遺伝子の一部が失われる可能性があり，そのため主要

樹種の遺伝子プール（集団を構成する全個体のもつ遺伝子全休）を維持し

ておくことが必要になる。最近，バイオテクノロジーの研究を推進するた

めの基盤として，遺伝資源の収集，保存について，システム化された体制

を整備することが強く要請されている。それを受けて，農林水産ジーンバ

ンク事業（林木部門のセンターパンクは関東林木育種場，サブバンクは各

地域育種場と林業試験場）がすでに実施されているが，主要樹種で将来の

育種素材を確保することは，森林遺伝資源の保全計画の中でも当然のこと

ながら優先度が高く，ジーンバンク事業の中核になっている。

主要樹種を対象にした遺伝資源の保全は，天然生林の現地保全が主体に

なるが，必要に応じて優良人工林等の現地保全も行い，また現地外保全

（現林分から後継林分を人為的に造成すること；遺伝子保存林造成事業が

実施されており，約400カ所,1,0001'aの現地外保存林が造成されてい

る）も併用することになるだろう。さらに，現地保全でも，現状のまま自

然状態におくことが必ずしも望ましいことではなく，遺伝資源の保全を目

的とした施業，特に人為的な更新補助作業を必要とすることが多いだろ

う。現在，ジーンバンク事業に併行して，林野庁独自に，主要樹種での現



地保全を中心にした遺伝資源保全のための調査事業（委託調査「遺伝子保

存林保全に関する調査｣，技術開発課題「遺伝子保全林の設定｣）が実施さ

れており，数年後には全国的規模で成果がまとめられるものと期待され

る。

一方，森林遺伝資源の保全について全体像を考えてみると，主要樹種ば

かりでなく，現在利用されているか否かを問わず，すべての森林植物を保

全することが，その目的でなければならないと思われる。特に，わが国の

代表的な森林生態系を現状のままで保全する生態系保全と，急を要する希

少種の保全は，遺伝資源保全の全体計画の中にしっかりと位置づけておか

なければならない。生態系保全では，現状のままでかなり広域にわたって

保全地域を設定しなければならないので，他の保全目的ですでに設定さ

れ，伐採規制等の保護措置がとられている既存の自然保護地域内に，保全

地域を指定することにならざるをえないだろう。地域的に限定されてしま

うおそれもあるが，早急に具体的な計画をたてて実行する必要があると思

われる。森林遺伝資源の保全は，将来の育種活動の発展につながる重要な

問題であり，できるかぎりの努力をしなければならないと考えている。

生物自体あるいはその機能を利用した物質生産技術であるバイオテクノ

ロジーには，さまざまな期待がかけられており，またそれだけ大きな可能

性を秘めた技術でもある。林木でも，組織培養をはじめ細胞融合,DNA

組換え，あるいは生理活性物質の利用等，非常に広範囲の課題で研究，技

術開発が進められている。

その中で，林木の育種事業に直接かかわりをもつものとして，組織培養

によるクローニング技術が重要な技術開発として注目されている。最近，

シラカンパの葉柄や剥皮枝条からの大量増殖技術（マイクロプロパゲーシ

ョン）が確立されているが，近い将来には，多くの植物で様々な外植体

（頂芽，腋芽，枝条等）や種子の胚等から，短期間内に大量の幼苗をつく

りだすことができるようになるだろう。林木ではいままでの方法で有性，

無性繁殖を人為的に制御しようとすると，予想外にむずかしい樹種が多

く，育種種苗を思うように生産することができない事例も少なくない。遺

伝的に均質な単一クローンを山地へ大面積に植栽することは，危険であり

避けなければならないが，短期間内に大量にクローン化できる技術は，試

験研究面ばかりでなく多くの育種事業の中でも，いろいろの段階で有効な

手法として活用されることになるだろう。

組織培養とともに，細胞融合，細胞選抜等の研究，技術開発も進められ

ている。交雑が不可能であった遠縁の種・属間の雑種が得られるという期

待ばかりでなく，一部の抵抗性，耐性等については細胞レベルで検定，選

抜ができるようになるのではないかと期待される。また，遺伝子の構造を

解析し，形質の発現機構を解明する研究は，遺伝子操作による成果への期

待もさることながら，林木での遺伝現象をもっとよく理解することができ

5

バイオテクノロジーへ

の期待
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るようになり，将来必要になる様々な育種技術の開発にとっても重要な基

礎になるだろう。

林木でのバイオテクノロジーの研究，技術開発は，他の分野と同様にき

わめて急速に進展しており，またその成果もめざましい。バイオテクノロ

ジーには未知の部分が非常に多く，それだけに大きな可能性をもつわけで

あるが，いままでに達成した林木育種の研究，技術体系の中で，どのよう

な形でその成果を生かしていくのか，またどのような方向への発展を期待

するのか，十分に考えておかなければならないと思う。

ここでは，わが国における林木育種の現状と今後の展開について私見を

述べたが，書ききれなかったことが多い。

抵抗性の育種計画，遺伝資源の保全，組織培獲の技術開発については，

それぞれ個別の論文として取り上げられ本号に掲載されるので，内容の細

部はそれぞれの論文でご理解いただきたい。

林木育種には実証的な成果が乏しいという批判を聞くこともあるが，30

年にわたる実績をみれば，すでに達成された成果，近い将来に期待される

成果は非常に大きいと思う。

林木の一世代は長い。新たな育種技術が根づき，その成果が実るには，

それ相応の時間を必要とする。そのため，林木育種では，既往の技術体系

をしっかりとふまえて，新たな研究，技術開発に常に意欲的に取り組まな

ければならないし，また将来世代にわたる長期的展望をもつ事業計画が，

その基本路線として確立され，実行されなければならないと思う。

＜完＞
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初期段階では極めて合理的な方法であった。

一方，林木は農作物と比べ，次の特徴がある。

1)樹体が大きく，野生性が強い

2)成熟に達するまでの年数が長い

3)生育環境が多様で，かつ人為的な制御が困難である

4)農薬等による被害防除は極めて限られる

このため試験研究機関の手の内で選抜（交配）－－増

殖一検定を完了した新品極を普及に移す育種方法は林

木では効率が悪い。林木育種では図・1に示したように，

優れた子どもが得られる確率が高い精英樹や気象害抵抗

性個体等を地域ごとに多数選抜し，直ちに事業用の採種

園や採穂園を造成し，それらによる種苗を普及してい

る。育種の効果は次のようにして生ずる。

1）個々の育種の波をより高くする

ア．優れた精英樹，抵抗性個体等を選抜し，タネ親と

して利用する

イ．次代検定により，さらに優れたものをしぼって利

はじめに

木材価格の低迷，外材輸入の圧力，林業労務の悪化等

わが国の林業は極めて困難な段階にある。この対応策の

一つは,極力人手をかけなくても成林する,あるいは人手

のかけがいがある優良品種を育成することである。ま

た，最近,気象害,病虫害等による森林被害の多発の傾向

があり，抵抗性育種の促進は重要な課題になってきた。

森林の更新の中での育種の進め方

農作物における交雑雑種強勢，種間交雑，突然変

異，さらには生物工学等の多様な育種方法による成果に

職され,林木育種の基本としている集団選抜育種(精
英樹選抜，気象害抵抗性育種など）は古い幼稚な育種方

法と考えられがちである。しかし，過去，野生の動植物

を作物化し，あるいは家畜化して優良な在来品種にまで

能力を高めたのは無名，有名の農民による集団選抜であ

った。すなわち，すぐれた個体を多数選び，タネ親とし

てそれらの子どもを利用することの繰り返しは，育種の

ⅢⅡ工

病虫害

よる被
Ａ
Ｔ
ｌ
ｌ
材
積
ま
た
は
森
林
の
価
値

「子守ダネ｣による
A

Ｂ
崖
二

｢子守ダネ｣によ

へこみ(負の
育種効果）

1I 〆

崖簔Ａ
霧

１
１
Ｖ
二一一

一

一一

一
齢
一

一
Ｍ
一

A 林齢 －1

1<---.--.-.--.-.-..-.-..--.._Y

！

____三宝_i
A
林齢

l<､..－....､－－－－‐

図．1－つの林業経営体における林地の育種苗による入替え（育種の波）の模式図
欽庭1979，一部修正）

工，Ⅱ，Ⅲ：更新の進行段階と育種の波
A:精英樹の採靭秘剛からの育種苗の利川
B:優良クローンにしぼった改良採祇測圃からの育種苗の利用
C:第2世代の新しい糖英樹群からの背厭苗の利用

林業技術No.5301986．5

大庭喜八郎

林木の抵抗性育種研究の動向
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用する。採種園，採穂園の体質改善がこれにあた

る

2）育種の波をひんぱんに送り出す

ア．既存の天然林，人工林から精英樹，抵抗性個体等

を経常的に選抜し，タネ親として利用する

イ．将来の精英樹等を選抜する選抜対象集団（育種集

団林）を人工交配により育成する

現在，実施中の次代検定林事業は，第1次の育種の波

（図･1のA)の高さを推定し，さらに優れた精英樹に

しぼり,Bの波を起こすためのものである。育種効果は

林地の地位指数を高めるものと考えることができる。

林業経営と更新材料の選定

更新材料の選定にあたっては次の2点に対する配慮が

必要である。

1)確実に成林すること（成林の安全性)。適応性，抵

抗性，生長量等が確かなもの

2)生産材が確実に高く売れること（収益の安全性)。

幹の通直性と真円性，材の色，ツヤ等が確かなもの

適地適木（適樹種，適品種）が原則であり，地域適応

性，生長や材質等に関する情報や経験が豊富なスギ，ヒ

ノキ，マツ類などの在来樹種が最優先される。最近，凍

害，寒風害，冠雪害，マツノザイセンチュウ病，スギカ

ミキリ等による森林の被害が多くなってきた。精英樹の

選抜に際しては，生長量，幹の通直性と真円性，枝張り

が狭いこと，細枝性，心材の色が良いこと，樹体の健全

性に力点が瞳かれた。しかし，病虫害等が慢延していな

い林地での健全性は抵抗性であることを直接保証するも

のではない。林木の抵抗性育種研究は，精英樹選抜育種

との結合を基本に置いて考える必要がある。

抵抗性育種および研究の計画立案の考え方

表･2

前項の気象害，病虫害等の防除は，経費，労務，また

環境保全の諸点から極めて限られたものになる。その防

除処置の優先順位は次のようになる。

1)個体の生死にかかわるもの

2)材質を悪化させるもの

3)生長を低下させるもの

各種の被害要因に対する具体的な対応策の着手の要否

は林業経営上，許容しうる限度以上の被害になるのかど

うかの判断によって決まる。この被害限度は樹種，地

域，被害の種類，被害の発生範囲と面積，被害の強さな

どにより変わるが，なんらかの基準が必要である。

現在,林野庁の林木育種計画において，抵抗性の育種

目標に上げられている項目を表・1に造林阻害要因とし

て示した。具体的には，表･2に示したように生長量，

幹の通直性と真円性，材質，材色等，いずれの樹種，い

ずれの地域においても望ましい形質を「~殻育種目標」

表・1育種的対応が必要な造林阻害要因

樹種｜気象害|病

スギ

ヒノキ

アカマツ
クロマツ

カラマツ

トドマツ

ｱｶｴゾﾏﾂ’

驚風喜
雪害

凍害
寒風害

東
寒風害

寒風害’

鴬織瀧
祇腐病

獅脂病
I、ツクリ病

マツノザイ
センチュウ病

スギカミキリ

スギノアカネ
トラカミキリ

スギザイノ
タマバェ

ｽギｶﾐｷﾘ’
マツノマノ

タマバエ

驚蕊蔦’

｜’

■■■■

その他

（関東林木育種場，第1次育種基本計画の概要，1981）

育種基本区別主たる育種目標（関東育種埜本区のみ抜粋）

赫象溺職’
地域育種目標

関

東

材錐技術No.5301986．5

スギ

ヒノキ

アカマツ

クロマツ

気象害抵抗性

雪害

東害

寒風害

凍害
悪風害

’。．

満"競性|霧驍の蝿
スギカミキリ

スギノアカネ
トラカミキリ

漏脂病|ｽギｶﾐｷﾘ

一般育種目漂

;:鱸鑛誕躍蕊遷こと
3．幹にねじれがないこと
4．枝張りが狭く，かつ枝が細いこと
5．心材色が赤いこと
6．気根がないこと

同上1～4に同じ

|謬糊震｜｜”上,-‘に同．
同上l～4のほか繊維傾斜が小さい
こと

(林野庁造林課，林木育種躯業の概要1985）
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地軸

捌籾

成林あるいは幹材に影樫する
造林阻害要因の有無

更新方法胃人工造林

P

’

I鱸要郎而1

〔被害は問題にならない

「一画冒忍:ある(ぁ1J苓祠
Y

〕 ［瀧譲雛諭分編｝
T

V T

「職‘･て適総．’~：鮒
B系列｜

［灘]×開×

饒漣…｜（驚謡期全曇）

↓

四’
収益を目椴とした

の対敷林地としな

A系列

一
》
因
》
一

一
社
要
固
因
一

ｒ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
１
１
１
」

×

可
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｊ

一

一
済
要

隙}×[誰］

鵬灘期生長）

経

国際間係要

(例)’ －－－「
テーダマツ.ｽﾗｯｼｭ?e
マツの紡すいサピ病(CowlingE.B.ela1.1977)

－｝
？

１
７

(I)適地適木惜報 (I)自分の林地では．このサビ病の危険性はどのくらい大きいか
被害度分布地図中間宿主の分布．えき学的予測など

’ ’ ’ ’
（2）どのような由来の狐苗
を使えばよいのか

（2）どのような由来の秘苗を使えばよいのか
在来秘，抵抗性産地．抵抗性育種稲苗なと

（3）造林地の地ごしらえはどのようにすればよいのか
火入れ，耕うん．肥培などの適否

（4）苗畑はどのように管理．経営すればよいのか
薬剤防除などの適否

（5）林分はどのように保育管理すればよいのか
被害防除：予防と駆除
被番林分の処識：除間伐，皆伐・再造林，放瞳なと

（6）被醤材はどのようにすれば利用できるのか
商く売れる利用方法の開発

（3）造林地の地ごしらえは
どのようにすればよいの
か

（4）苗畑はどのように管理
経営すればよいのか

（5）林分はどのように保育
管理すればよいのか

(6）（木材の伐出．利用）

図･2造林の方針決定（必要な賦験研究）の手順吠庭，1983）

紡すいサピ病をマツノザイセンチュウ，スギカミキリ，冠雪害などの個易腰因あるいはそれらの
複合要因に入替えて考えれば，造林および必要な研究の方針が浮かび上ってくる。

とし，気象害，病虫害等のように被害発生に地域差の大

きいものは「地域育種目標」として対応している。この

抵抗性育種は育種関係者のみで完結できるものではな

く，図･2のように林業，林産の各分野の研究と事業の

連挑が必要である。この連携作業の中で抵抗性育種研究

の要否も決まる。既存の土壌地図，気象地図，植生地図

等を活用し，各造林阻害要因を地図情報化する必要があ

る。造林阻害要因地図（林木育種地図）は，地域別，樹

種別に重大な被害をもたらす，あるいはもたらすおそれ

がある阻害要因別の危険度一一当面は被害現状地図，ま

た将来的には被害予測地図を示すものである。これらの

被害悩報地図を重ね合わせることによって被害の総合評

価を行うものである。図･2に示したように，阻害要因

がなければA系列へ進み,阻害要因があれば右側へ移り，

その対応策がなければ収益を目標にした造林は行えない

ことになる。対応策をもって造林を行う場合には,B系

列へ進み，保育，､天敵，薬剤，育種，樹種変更や混交の

技術を活用することになる。図･2の下部には米国南東

部のテーダマツ，スラッシュマツの紡すいサビ病慢延地

での研究の組立て方を例示した。(1)～(6)の各項目につい

て林業経営者，行政関係者は研究者側に情報，技術なら

びに更新材料の提供を求める。研究者側はこれらを提供

し，指導する役割を分担しているわけである。この紡す

いサビ病の例示のように，凍害，冠雪害,スギカミキリ，

スギノアカネトラカミキリ等の個別，あるいはそれらの

複合系列を抽出し，地域屑化を行うことによって地域ご

との造林事業と研究とのかかわり合い，また各研究分野

間の協力方針が浮かび上がってくる。6項目に対する十

林業技術No.5301986.5
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分な答えを生み出すためには，深い基礎研究と広礎囲な

応用研究が必要である。

今後の地域林業を制約する重大要因の一つは，おそら

く病虫害等の阻害要因と考えられる。林木の抵抗性育種

研究のうち，急を要するもの，また長期の目標は図・2

の仕組みによって組み上げ，地域別，樹種別に林業経営

と研究の分野が分担協力し，総合的に対処する必要があ

る。

なお，現在，次の抵抗性育種事業が実施されている。

1)気象害抵抗性育種（昭和45年度から：スギ，ヒノ

キ，エゾマツ，トドマツほか，雪害,凍害,寒風害）

2)マツノザイセンチュウ抵抗性育種（昭和53年度か

ら：アカマツ，クロマツ）

3)地域虫害抵抗性育種（昭和60年度から：スギ，ス

ギカミキリ，スギザイノタマバエ）

4)マツノザイセンチュウ抵抗性松供給特別対策（昭和

58年度から：クロマツ×タイワンアカマツの雑種

利用）

急を要する研究課題

（1）研究の方法論，研究システムの研究

林業のように広大，かつ環境条件が大きく異なる林地

において長い年数をかけて，巨大な林木を取り扱う生物

産業では，いわゆる「試験研究機関」の手の内で短い年

数で成果が上がる研究と，事業がらみの野外試験に重点

を置かねばならない研究とがある。特に，抵抗性の育種

方法と遺伝に関する研究は，①阻害要因，②林木の遺伝

素質，③環境条件および④保育（植栽密度，樹種混交等

も含め）のからみを解明する必要がある。これは「点の

精密試験」とともに「面の情報」をとる必要がある。ま

た，試験が完了した後の普及では年数がかかりすぎる。

時間短縮の最良の方法は林業経営の中に「品質管理シス

テムの考え方」を持ち込み，造林阻害要因地図，気象地

図，土域地図等を利用して層化した毎年の新植地圃一部

（数パーセント以下）に抵抗性育種苗を植え，また保育

方法を組み合わせた小規模試植林（センサー）を多数，

設定し追跡調査することである。多数の林家の協力が得

られるように，簡単な実行方法およびそれらを管理，解

析する睡算機技術の開発が望まれる。

（2）造林阻害要因地図の作成方法の研究

現在，地域ブロック，県単位等で凍害，寒風害，冠雪

害，ヒノキ漏脂病，トドマツ枝枯病などについて被害現

状地図が作成されており，また数趾化理論を用いた被害

予測が試みられている。他の阻害要因に関しても電算機

林業技術No.5301986.5

スギの寒風害

スギの完雪害

危険度

(堀内孝雄：茨城県における林木育種地図の試

作，林木の育種No.119,1981より改写）

を利用した地図作成法の研究が望まれ，同時に地図の精

度向上の研究が必要である。

（3）林木の生態遺伝学的研究

北海道におけるトドマツの耐凍性，耐雪性，暗色雪腐

病抵抗性，さらには耐鼠性等は冬期の最低気温の分布，

最深積雪深などの気象因子と深い関連があり，それぞれ

の環境条件に適応した林木集団が形成されていることが

明らかにされた。スギの耐雪性，耐冠雪性，耐凍性につ

いても系統分化，品種分化が判明している。マクロおよ

びミクロな気象地図，造林阻害要因地図と関連づけた林

木集団の遣伝的分化と適応の研究強化が望まれる。ちな

みに，成林および収益の安全性からみて林木の抵抗性育

種の最も効率的な着手順序は次のとおりである。

ア．非抵抗性樹種に代る代替樹種の利用

イ．種内の抵抗性採取源（産地や林分）の利用

ウ．種内での抵抗性個体の集団選抜の利用

エ．種間雑種の利用

（4）育種方法の研究

図･4に抵抗性育種に重点を置いた複合形質糖英樹の

選抜，増殖および普及の手順を示した。それぞれ求めら
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｜
地域f

樹種：

更新方法：

複合形質精英樹の選抜 普及猫殖(事巣巡林用） 普及と検定原〃亜埆殖

造林普及上の安全性を重視する

ｊ
ｉ
Ｉ
Ｉ
ｊ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
‐
ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｙ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
‐

ｊ
ｊ
Ｊ
Ｉ
Ｊ

Ｉ
ｆ

し
、
へ
１
人
一
電
｜
ｉ
‐
Ｉ
‐
‐
‐
Ｉ
劃
曇
副

一
議

蔭
胤
誹
剖
。
、
Ｌ
吟
一

囲
囮
脇
畷
二
》
鍔

感
、
…
蕊
‐

当面の普及は混合植栽｜

次代検定の結果により
採種偲園の体質改善巷
行う

|・在来品種(さしき．みしよう）
および精英樹からの選抜

生長材質適応性等に
関する摺報を十分に活用
できる

／

｢~冒デ荏蕊坂麗蒔あ戸龍苔形質－－］
精英樹(生長,材質,抵抗性)』｜
の避抜

造林阻害要因地図の利用｜

収穫調査黄料の利用

伐採時の材質．材価の
調査

Lー‘一一一－－－－－．－．－－－．－－－‘ﾛ』‐ー望

／
1

1

、
1

1
、

i椎定用植栽l
次代検定林

（背梱調査，遺伝禰籏）

rー~~･一､一一一ー ･~~一一一ー－－－－.’

ll.家系別センサー’
'2.家系別.家系内個｜
I体別センサー
L－－,一一一一一－－－－－－－1

3．一般の激審休分からの無被害木
（あるいは軽害木)の選抜

1－－．－－一一一可

I組織培養’
－－、一一』

〃

図･4複合形質精英樹の選抜，増殖および普及の手順一一特に抵抗性育種をめざして

今後，点線枠内の諸事項の技術開発および事業化力糊待される欲庭，1984）

れる抵抗性は普及上の必要条件であり，十分条件ではな

い。このため次代検定を極力軽く，例えば特定の抵抗性

さえ確かめれば，他の特性，すなわち適応性，生長，材

質等については心配がないという育種方法が必要であ

る。このため選抜対象集団の優先順位は，①在来品種

(系統)，精英樹，②造林阻害要因地図等を利用した伐採

収穫時の選抜，③一般被害林分（より林齢が高いもの）

となる。図･4の点線枠部分の研究強化が重要である。

（5）急速・大量増殖技術の研究

図･4の選抜木について「モトダネ」確保のため，樹

種はもとより季節，また器官を問わぬ増殖源からの増殖

技術，特に組織培養技術の開発が必要である。普及およ

び検定のための増殖でば交配に続く，みしよう採種穂園

技術の研究力泌要である。

（6）早期，簡易な検定技術の開発

耐凍性，耐雪性等に対し，植物組織，幼苗，稚樹を用

いて人工凍結，人工降雪，木材組織の研究等による早期

検定技術，スギカミキリ，スギザイノタマバエ等に対す

る樹皮厚，樹脂流出量，傷害樹脂道，化学成分等による

検定技術のいっそうの効率化が望まれる。

長期研究課題

（1）抵抗性の遺伝および抵抗性の発現機構の研究

凍害，寒風害，冠雪害,さらにマツノザイセンチュウ，

スギカミキリ，スギザイノタマパエ等に対し，抵抗性あ

るいは非抵抗性の品種，クローン，個体が多数判明して

いる。これらが主鋤遺伝子によるものか，ポリジーンに

よるものか，遺伝子の対立性，また抵抗性の発現の形態

的，生化学的な基礎，さらに環境条件との交互作用の研

究が必要である。抵抗性と非抵抗性の両親間の交配によ

るF1,F1の自殖によるFgの3世代のクローン化材料で

の早期検定およびセンサー造成力糊待される。

（2）森林の病虫害防除の総合技術の研究

被害を完全になくし，あるいは被害を許容限度以下に

抑制する保育，樹種混交，育種，天敵，薬剤等の利用に

よる総合技術の開発研究が必要である。

おわりに

抵抗性育種の研究は，図･2に示した泌要な試験研

究の手I卿で組み上げ，「品質管理システム」を取り入

れ林業経営と密着した総合化方式をとることによって確

実に成果が上がるものと考えられる。

（おおばきはちろう・筑波大学農林学系教授）

材鍵技術No.5301986．5

地蟻f

樹種：

更新方法：
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’ 山本千秋

森林遣伝資源保全をめくる最近の動き

しい選抜率のもとで選抜され，全国のクローン集

植所に保存されている。この中には候補木も含ま

れているので，その一部は今後の校定によって廃

棄されるものもあろうが，これらクローン群の大

部分は，将来にわたる林木育種の基本素材という

べきものであり，重要な遺伝資源である。また，

林分として保存しているものには，優良な林分か

ら採種を行い，これをもとにあらたに後継林分を

造成し，優良な遺伝子群を恒久的に保存する現地

外遺伝子保存林と，優良林分を現有の姿でそのま

ま保存する現地遺伝子保存林の2種類があり，こ

れらを合わせて現在までに464カ所1,582haの遺

伝子保存林が造成または指定されている。すべて

が満足できる内容のものとは限らないが，失われ

る優良林分の遺伝子群をとにかく保存してきた実

績は貴重なものである。

このほか，上記遺伝子保存林を造成するための

母林分として指定された優良林分に「採種源指定

林分」がある。この指定林分は33種363カ所の

林分からなっている。そのうちの約4分の3は，

1．はじめに

バイオテクノロジーを取りまく動きおよび，こ

れと表裏をなすかたちで注目を集めはじめていた

遺伝資源保全の動きについて，その背景や現状等

を本誌で紹介してから2年余りが過ぎた。その

後，これらの動きは農林水産省を中心に一段と活

発化し，バイオテクノロジー研究開発や遺伝資源

収集・管理事業は，予算，組織，さらには制度的

見直し，整備を伴いながら具体的実行の段階に移

っている。

こうした動きの中で，森林の遺伝資源保全活動

は，今，どのような段階にあり，何がなされよう

としているだろうか。本稿では，この問題に関す

るこれまでの成果と最近の動向をスケッチしてみ

ようと思う。

2．森林遺伝資源保全に関するこれまでの成果

林木を遺伝資源としてとらえ，その保全の重要

性を指摘する動きは，わが国でもすでに20年前

からあった。しかし，林業にかかわる多くの人々

の共通認識となるには至らず，この間に，かけが

えのない天然林遺伝資源の相当量 表･1主な森林遺伝資源の保全現況

が，拡大造林等によって失われた

ものと考えられる。しかし，こう

した中で，林木育種場を中心に地

道な遺伝資源保全の活動が継続さ

れ，貴重な成果をつみ重ねてきた

ことを忘れてはならない。

表･1に示すとおり，精英樹，

各種抵抗性個体および材質優良木

等17,000を越えるクローンが厳

林業技術No.5301986.5

’

本数･箇所数|而讃(ha)| 側考
9,003* うち広莱樹511本

7'245零うちスギ5,168本

877＊ クヌギ579本，コナラ298本

96アカマツ81zk,クロマツ15本

220他に職英樹から19*

遺伝資源の種類

精英樹

気象害抵抗性候補木

しいたけ精英樹侯補木

ザイセンチュウ誕抗性個体

カラマツ材質優良木

遺伝子保存林

（現地外）

（現地）

樹
樹
樹
樹

葉
葉
葉
葉

針
広
針
広

種
菰
種
菰

４
５
７
１

１

１

所
所
所
所

カ
カ
カ
カ

皇
．
３
０
７

８
１
２
４

３39711,045

67537

(1985年3月末現在，ただし＊印は1984年3月現在）



すでに現地外または現地遺伝子保存林として保存

がはかられているが，残り約80林分はまだ保存

されていない。採種が困難なものが多いと思われ

るが，現地遺伝子保存林として保存が望まれる林

分である（7％強の林分がすでに伐採)。

遺伝子保存林に最も近い保存林分として，さら

に「特別母樹林」があげられる。これは，育種素

材の供給および造林用種穂の採取源として，それ

ぞれの地方の自然環境に長期間適応してすぐれた

生育を示す100年生以上の天然林および60年生

以上の人工林を指定したものである。1976年3

月現在，主要針葉樹ばかり8種130カ所1,159

haが保存されている。上記採種源指定林分との重

複はごく少なく，また，スギ，ヒノキ，アカマ

ツ，カラマツの天然林が多く含まれているので，

今後の遺伝資源保全にあたって特に注目すべき林

分である。

遺伝資源保全を直接意図したものではないが，

林木育種場国公立林試，大学演習林等では，産

地試験地，在来品種や外国樹種の見本林，試植検

定林，樹木園等を保有している。また，種子や花

粉も保存されている。しかし，遺伝資源として

は，一部を除きあまり高い評価は与えられないで

あろう。

3．林木の遺伝子保存林保全に関する調査

この調査は，林翻子（造林課所管）が林木育種

協会に委託して1985年度から実施しているもの

である。調査の趣旨は，ライフサイエンスの進展

とともに遺伝資源の収集・保存が国家的課題とし

て取り上げられるようになったこと，林木におい

ても，天然林施業への育種的対応等一段と多様化

する育種目標にこたえるためには，育種対象樹種

の拡大と現存する多様な遺伝子群の活用が不可欠

であること，そのため，各地に残されている遺伝

資源の現状を育種的観点から調査，評価し，遺伝

子保存林としての適格林分を選定し，その保全方

策を検討する，というものである。

調査事業の期間は10カ年間で，全国を主要流

域によって29のブロックに区分し，順次調査を

進あることになっている。

13

85年度の主な調査結果としては,①全国の営林

局，県で現在把握している学術参考保謹林，特別

母樹林，採種林，県自然公園等各種指定林分およ

び普通施業林分の中から，遺伝資源として保全す

る価値があると思われるものを紹介してもらい，

これに，林木育種場の優良遺伝子保存林候補地リ

ストや聞き取り，文献調査の結果を加え，重複の

チェックを行って全国版の「林木の遺伝子保存林

候補林分一覧表」を作成した。この一覧表の記載

項目は，県名，候補林分名称，所在地，指定年，

面積，管轄，摘要である。広い範囲から拾い集め

たので，遺伝子保存林としてふさわしくない林分

も少なからずあるが，全国で1,600カ所余りリス

トアップされている。②29ブロックの中から85

年度は，利根川ブロックの現地調査を実施した。

山梨県を含む8都県を対象に，当該県の森林植生

を代表する候補林分を中心に現地実態調査を行っ

た。その結果から，上記候補林分一覧表の当該県

部分を大幅に見直し，必要な記述を加えて，第二

次の，より実態に合った県別候補林分一覧表をつ

くった。

以上の調査結果は，「全国版｣および｢利根川ブ

ロック版｣として印刷,公表されることになってい

る。現地調査の日程が限られており不完全なもの

ではあるが，今後の遺伝資源保全活動を進めるう

えでの参考資料のひとつとして活用が望まれる。

4．農林水産ジーンバンク事業

作物分野では，すでに1983年度から「作物遺

伝資源・育種情報の総合的管理利用システムの確

立」に関する事業が2億円近い予算でスタートし

ていた。しかし，バイオテクノロジーの飛躍的発

展を期するためには，その基盤となる各種遺伝資

源の総合的な確保が必要であるとの認識から，農

林水産省は85年度から上記事業を拡充強化し，

8カ年計画で植物，動物，微生物，林木および水

産生物全般について総合的な収集，管理，利用シ

ステム（農林水産省ジーンパンク）の整備を図る

事業に着手した。

予算総額は，事業費が3.9億円，保存管理施設

費が3.4億円という膨大なものだが，林木関係に

林業技術No.5301986.5
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｜ジーﾝパﾝｸ賛"営会議トI

伝黄源微生物逓伝溌源動物遺伝資源林木遣
<ンク： （センターパンク： （センターバンク： （センターノ

罷源研究所農業』k物置源研究所）畜産試験場）関東林：

’ジーンバンク管理運営会議 生物適伝褒源協識会

図
・
１
農
林
水
産
省
ジ
ー
ン
パ
ン
ク
事
業
体
系
図

砿物遡伝変源

センターパンク：

農業錨城源研究所

微鵬物逝伝溌源

(センターパグク：

農撫k物賢源研究所）

勤物遺伝資源

(センターバンク：
畜産試験場）

水産生物巡伝淡湖
(ｾﾝﾀー パﾝｸ？
養殖研究所｝

林木遺伝溌源

(センターパンク：

関東林木育種場）

械物泄伝黄柳

サブバンク

im'l乱物泄伝黄源
サブ'、ンク

林木造伝箕源
ｻﾌﾂくンク

鋤物逝伝寅源
サブバンク

水I鴫11物遡伝壷淵1
サプバンク

験研究機側

服穂農場

密牧鋤

紙
原
種

拭験研究機|則 試験研究機関

砿畜牧場
試験研究機関

休木育祇場(関東林

木育種場を除く）

試験研究機l則

ついては，別途林野庁において育種事業の一環と

して実施する，との注書きにより予算ゼロで「同

じ船」にのることになった。

この事業は，事務次官通達および林野庁長官を

含む5局庁の長の連名通達に基づいて実施されて

いる。事業の体系は，図･1に示すように資源の

種類によって5部門に分かれており，各部門のセ

ンターバンクの長，林木では関東林木育種場長が

部門の部会長として部会を主宰する。林試および

他の育種場はサブバンクとして位置し事業の実施

にあたる。

事業内容は，各部門の遺伝資源について，国内

外から収集し，分類・同定，特性評価，増殖およ

び保存を行うとともに，遺伝資源およびその情報

を国公立試験研究機関，民間，大学等に提供す

る，というもので，各部門の遺伝資源情報の収集

管理は専らセンターバンクが行うことになってい

る。当然のことながら各バンクは，毎年，事業実

施概要と次年度の実施計画を報告する義務が課せ

られている。

こうした，我々にとっては唐突ともいえる急激

な動きの中で，林木部門は，正直なところドロナ

ワ式で計画を提出し，実施報告をしたというのが

実情であった。予算が全くつかないなかで，あら

ためて何ができるかということもあり，また，森

林遺伝資源特有の現地保全等に関する多くの技術

問題（山本，1985）をかかえて，あれこれ議論を

している最中であったからでもある。

林業技術No.5301986．5

いずれにしても，国が中心となって実施する林

木部門の遺伝資源保全関連活動は，今後はこの事

業の中で行うことになったわけで，85年はひと

つの区切りの年であったといえよう。予算との関

連もあるが，当面，林業試験場では，スギ等の遺

伝実験用材料やサクラ野生種の収集・保存と特性

調査，遺伝資源情報管理技術の開発等に着手する

とともに，可能な範囲で種子貯蔵庫の種子の遺伝

資源化を図っていく予定である。

従来の森林遺伝資源保全の活動が’決して満足

すべきレベルではなかったわけで，長期的視点に

立って保全を組織的，効果的に推進する方策を早

急に検討する必要がある。

5．遺伝子保全林設定事業

林木の特性から，森林遺伝資源保全は’試験研

究機関だけでやれるものではなく，営林局署，

県，林業家等の協力を得て，林業経営の中で実行

する必要がある，といわれている（大庭'1985)｡

その意味で，ここに紹介する事業が，経営体であ

る国有林自身（業務第1課所管）の意思で予算化

されたという点に特に注目したい。

事業目的は，生物資源活用技術の目ざましい進

歩の中で，遺伝子の宝庫といわれる天然林が減少

の一途をたどっており，多様な遺伝子の減少，絶

滅が危倶されている。現存する天然林に存するこ

れら遺伝子群を保存し，今後の林業技術の発展に

役だてるために天然林の遺伝子保全林を設定す

る，というものである。



30属100種をこえる樹種を群落単位で現地保

全する計画で，保全区は1カ所当たり対象樹種を

200～2,000本程度含み，面積2～20haの群落単

位を想定する。ただし，出現頻度の少ない樹種の

場合，できれば100haの規模も考える。また，保

全区の周囲に幅100mくらいの緩衝帯を設ける。

特定樹種や優良木だけのかたよった伐採は行わ

ず，原則として択伐とし，対象樹種の植込みを行

う場合は地域内由来の苗木を用いる。

設定のための調査は86～90年の5カ年計画で，

地域施業計画の樹立に合わせて，全国337事業区

を5等分し，毎年70事業区程度実行する。保全

林は1事業区当たり平均3カ所くらいと見積って

いるので，全国でおよそ1,000カ所ほどになる

が,保全林としての最終確定は，90年度全国の調

査が完了後，調整を加えて行う，とされている。

この計画は最終確定したものではないが，おお

むねこの形で実行されるならば，森林遺伝資源の

現地保存が大きく一歩踏み出すことになるわけ

で,順調な進行と,目的にかなった立派な保全林が

計画どおり設定されることを心から願っている。

もちろん，問題がないわけではない。多数の樹

種について過不足なく保全林を設定するには，生

態学の専門家を含めた十分な事前検討が必要でな

いか，また，j臨道の天然混交林で1カ所数ヘク

タールの保全区が意味をもつか，さらに，択伐施

業と遺伝資源の永続的保全が期待するほどうまく

両立できるであろうか，等々である。関係者の緊

密な協力と情報交換が必要である。

なお，国有林の経営規程を改正し，遺伝子保存

林関係の名称を統一し，すべての遺伝子保存林を

規程上で認知するべく検討がなされていると聞

く。当然のことながら是非そうしてもらいたい

し，各営林署の事業図にも遺伝子保存林が明示さ

れることを望みたい。

6．その他関連する動き

（1）果樹試験場でヤマモモ遺伝資源の調査

果樹試興津支場では前述のジーンバンク事業の

一環として，1985年度から，日本固有果樹遺伝資

源の探索・収集という課題でヤマモモ自生地の現

15

状と遺伝的変異の調査を始めている。

静岡県伊東市の台地150haに1,600本，雌株は

禁伐で雄株は受粉用に1割だけ残されている。か

つて部落共有林で，おきてを守って果実を収穫。

現在別荘分譲団地だが大部分保存され，道路もヤ

マモモをう回。雄株は公園等に移植，遺伝資源が

都市部で保存。果実の熟期，色，形等で個体間変

異が大°現地保存でよいが優良個体，特異形質個

体はつぎ木保存が必要。別荘所有者に遺伝資源の

重要性の公知を，等々・

林木とはずいぶん趣の異なる観察記録に興味を

感じつつも，「領分が荒された」ような錯覚にお

ちいる。それほど遺伝資源確保の動きが急なのだ

といえよう。特用樹としての研究で蓄積のある県

林試で，共同してヤマモモ遺伝資源の保存を図る

ということがあってもよいのではないだろうか。

(2)IUFROからドロノキ種子採集の依頼

カナダの国際ポプラ委員会総会に出席された王

子製紙林木育種研究所の千葉氏に対し，「日本の

ドロノキの産地別種子を提供してほしい」との要

望が出された。その後,IUFROポプラ産地分

科会のクラエノード議長から林野庁長官宛に正式

の依頼文書も届き，遺伝資源の国際協力と日本に

おけるドロノキ遺伝資源収集のために，関係機関

が分担して2年計画で種子採集を実行することに

なった。調整機関の関東林木育種場には，全国の

自生地の営林署から，個体数と所在の情報が集ま

っているところである。

7．むすび

かつて，森林遺伝資源の保全について，未解決

の研究問題は多いがのんびりした事態ではない，

手のつけられるところから始めることだ，と書い

たが，現実がそのように展開しつつあるのは，と

もかくも喜ばしい。現地外保全は時間と費用のか

かる仕事だが，現地保全ならば，やる意思があれ

ば比較的短期間で実行が可能である。この活動に

対しては，将来にわたる根源的な価値を見透した

適切な予算措置が望まれる。次の機会には，保全

の具体的成果を報告したいものである。

（やまもとちあき･林業試験場遺伝育種第4研究室長）

林業技術No.5301986.5
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組織培養利用による林木のｸﾛー ﾝ増殖
由

はじめに

組織培養を利用して植物を大量に増殖する技術

は，一般農作物や観葉植物などではすでにバイオ

テクノロジーの一分野として定着した感があり，

増殖効率が飛躍的に向上した例が多い。特に病原

菌の除去（ウイルスフリー）と優良形質作物のク

ローン増殖に利用されている。

林木の繁殖には従来から種子による方法がもっ

とも簡単であり実際的であると考えられている

が，実生苗を大量に生産するにはそれだけ多くの

種子が必要である。一方，形質を優先した繁殖を

目的とする場合にはサシキ・接木などによる方法

がとられてきたが，栄養繁殖のむずかしい樹種や

接木不和合性の認められる樹種も多く，採穂木か

らの採穂量に限界がある。したがって，より簡単

ですみやかな林木の増殖，なかでも選抜された優

良形質木や栄養繁殖のむずかしい個体のすみやか

な増殖の方法として組織培謎の利用が注目され

る。しかし，林木はとかく遺伝的な変異が大き

く，普遍的に培養に供することができるような培

地を用意できないという弱点があるので，組織培

養利用によるクローン増殖の試みは，かつてはそ

れほど行われなかった。ところが，1970年代に

入ってから，林木でも種苗の大量供給の手段とし

て組織培養を利用しようとする気運が各国で高ま

ってきた。

組織培養の利用によるクローン増殖は，その増

殖法によって変異を誘発するものから安定なもの

まで様々である。このなかで，クローン増殖のた

めの技術として要求されることは，遺伝的に安定

林業技術No.5301986.5
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な増殖法であり，1個体の親木からその親木と全

く同じ遺伝子型をもった個体をできるだけ多く再

生することである。特定の選抜された優良形質を

もった個体から遺伝的に均質な個体を大量に増殖

することができるなら，雑種強勢（ヘテローシ

ス)，一代雑種，種属間雑種，倍数体などにも活

用範囲がひろがることが十分に期待される。この

たびは，組織培養によるクローン増殖の概略にふ

れてみることにする。

クローン増殖の方法

植物の組織培養利用による増殖方法には，次の

5種類のものが考えられる。

（1）頂芽や腋芽などの直接培養

これは，試験管内サシキ法に相当する技術であ

る。頂芽や腋芽などを直接培謎することによって

苗条体由来の幼植物体を作出し，その植物体の節

間部を切りとっては培養し続けることで多くの幼

植物体を作出する｡林木の場合，これを利用する

ことには難点がみられる。

（2）不定芽の形成

これも，試験管内サシキ法に相当する技術であ

る。生長点，葉，枝条などの各組織片を培養して

不定芽を多発させて苗条体由来の幼植物体を作出

し，植物体の節間部を切りとって培養し続ける。

（3）苗条原基の形成

生長点や葉柄などを培養することによって多く

の苗条原基（分裂組織から不定苗条へ移る途上に

存在する増殖体）を形成し，不定苗条を経て幼植

物体を作り出す。一般に，苗条形成の速度が早

く，前二者による方法よりもクローンの大量増殖



には有効な方法である。

（4）カルスからの器官再分化

植物体の各種組織からカルスを誘導し，得られ

たカルスから器官の再分化をはかり，幼植物体を

形成する。この方法は，変異を誘発しやすいとい

う難点がある。

（5）カルスからの不定胚形成

カルスから直接不定胚を形成し，その不定胚の

培養によって幼植物体を作り出す。この不定胚形

成は，今日よくいわれるようになった人工種子の

作出のためには必要不可欠である。

これら5種類の方法のうち，遺伝的に安定な幼

植物体の増殖が期待されるのは前三者による方法

である。

林木ではその増殖のための出発材料（外植体）

に発芽したばかりの幼苗あるいは胚の培養によっ

て得られる幼苗の組織を用いると，その増殖は容

易だという事実がある。しかし，諸害に対する抵

抗性などの検定作業を割愛することに組織培謎利

用の意義があると考えられるので，増殖のための

外植体を成木に求める必要がある。ところが外植

体を成木に求めると，内生的に多く含まれている

二次代謝産物の酸化に由来した外植体そのものの

褐変枯死という現象をよく観察するので，メリク

ローンの作出は不可能に近い。したがって生長点

よりは幾分大きめのできるだけ若い組織片を外植

体に用いなければならないという必然性がある。

成木の組織培養利用による増殖に際して最大の

難点は，外植体の殺菌操作が繁雑であり，特殊な

殺菌処理が必要であり，そのうえ無菌化の歩止ま

りが低いという事実であろう。したがって，簡単

で効果的な無菌苗の作出法を考案しなければなら

ない。雑菌による汚染の著しい部位は伸長枝の皮

層から形成層に達する部位に集中しているので，

この部位をあらかじめ外植体から除くのも一法と

なってくる。この場合には，ポリフェノール性物

質を多く含んでいる部位をも同時に除けるという

利点がある。ただし，完全な無菌化が必要だとい

うことでもない。各種雑菌のうち，特に土壌細菌

由来のバチルスと一種の不朽菌であるエルウィニ

0
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写真･1腋芽の培養の仕方

アによる外植体の汚染は，クローン増殖の場では

あたかも共生関係にあるとしか考えられないよう

な現象をよく観察する。

以下，それぞれの方法について，その手法と特

徴を簡単に説明することにする。

＜頂芽や腋芽の直接培養による増殖＞

この方法は，林木の頂芽や腋芽を無菌化して，

種々の無機・有機の成分・ビタミンなどを含む寒

天培地上で培養することによって植物体に生長さ

せ，さらに遺伝的に均質な個体を増殖する場合に

用いられる。林木でも，他の植物で用いられてい

る方法と本質的に変わるところはなく，培養系の

確立，発根･馴化の過程を経て行われる。

5月期の未展開の頂芽や腋芽を用いる。成木か

ら当年に伸長した枝の葉柄の一部を残した約20

1nnl｣長のY字型の小片を切りとり，滅菌，風乾し

たのち，滅菌寒天培地にさしつける（写真･1)。

このY字型の枝の小片をさしつけた試験管を16

時間日長，約5,0001uxの蛍光灯照明下,25｡C

の恒温条件下で培養し，腋芽の伸長を待つ。

この方法は，他の方法で得られた苗条などのク

ローン増殖の手段としてもよく用いられる。

＜不定芽の形成による増殖＞

この方法は，特に季節を選ばない。林木の各種

組織を無菌化し，適当な寒天培地上で培養するこ

とによって不定芽を多発させて，その不定芽を培

養することによって幼植物体に生長させ，遺伝的

に均質な個体を増殖する。

ここでは，剥皮枝条を用いた例を紹介すること

林業技術No.5301986．5
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写真･2蛾岐枝条による不定苗条の形成

にする。成木の径5～10mmの1年生枝あるいは

2年生枝を約150mm長に切りとり，表面殺菌し

たのち，形成層付近に達するほどの強度の剥皮を

行う。この剥皮した枝を約20mmに切りきざみ，

適当な寒天培地にさしつける。さしつけの終わっ

た試験管を上述と同じ条件下で培謎すると，不定

芽由来の苗条形成がみられる（写真･2)｡この方

法で幼植物体を作出することができる(写真･3)。

＜苗条原基の形成による増殖＞

一般には生長点が用いられる。生長点を無菌的

にとり出し，適当な寒天培地上で培養することに

よって苗条原基を多発させ,植物体に生長させ,遺

伝的に均質な個体を大量に増殖する方法である。

ここでは，葉柄による苗条原基形成による増殖

を紹介することにする。成木の当年葉の葉柄を5

月期に採集し，葉柄から葉組織を切除し，滅菌し

た約15mrn長の葉柄を用いる。適当な寒天培地

上にさしつけると，塊状の苗条原基が葉柄の基部

に形成される。この塊状の苗条原基を分割し，苗

条の生長に適した寒天培地に移植すると，各塊状

の苗条原基は塊状の苗条を形成するようになる

（写真･4)。この塊状の苗条を再度分割し，発根

に適した培地に移植すると，幼植物体となる。こ

の操作を繰り返すことによって，1個の葉柄から

得られる年間の得苗数は無限である。

林業技術No.5301986.5
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写真･4シラカンパの成木の莱柄から作出された
苗条原避由来の苗条

くカルスからの器官再分化による増殖＞

針葉樹での成功例はまだ一つも報告されていな

いので広葉樹に限られる。

形成層付近，葉肉などの各種外植片を無菌的に

とり出し，適当な寒天培地上でカルスを誘導し，

誘導したカルスを継代培漣によって増殖し，これ

を分割して器官再分化をはかる。器官再分化に

は，組成を異にした寒天培地が用いられる。一例

を写真･5に示した。

＜カルスからの不定胚形成による増殖＞

体細胞組織由来のカルスから，直接不定胚を形

成させて幼植物体を作出するのがこの方法であ

る。

ベニバナトチノキの形成層から誘導したカルス

をクロレラ抽出液（主に核酸物質）を1,000ppm

添加した寒天培地上に継代すると，無定形のスポ

ンジ状のカルスが得られる。このカルスをオーキ

シンや窒素源の質を種々変えた寒天培地上で培養
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写真.5コウゾのカルスからの器官再分化

すると，不定胚が形成される（写真･6)｡この胚

様体は無限に増殖し続け，発根に適した培地に置

床すると，幼植物体となる。

おわりに

永年性の林木では未知の領域も多く，対象樹種

の拡大にはまだ時間が必要である。しかし，社会

的な要請もあり，私たちは組織培養利用によるク

ローン増殖を種々試みてみる必要がある今日だと

考えられる。特に，クヌギ，コナラなどの成木か

W

０
句
、
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’

写真･6カルスからの不定胚形成

らのクローン増殖のための技術開発が，さしあた

りの目的であろうか。組織培誕利用によるクロー

ン増殖の一端をご紹介したが，少しでもご理解い

ただけたなら幸いである。

（さいとうあきら・林業試験場組織培縫研究室長）

『空中写真セミナー」開催のご案内
本会では下記により，例年どおり『空中写真セミナー』を実施します。お早目にお申し込み下さい。

記

1期間第1回昭和61年7月7日（月）～11日（金）5日間

第2回昭和61年10月13日（月）～17日（金)5日間

2会場日本林業技術協会（東京都千代田区六番町7電話(03)261-5281（代)）

3研修人員第1回，第2回とも各30名（先着順）

4参加費20,000円（研修費，教材費，現地演習費等）

※セミナー参加のための交通費，宿泊料は各自負担となります。

5研修内容壁、丙｜…吟禧吉へ廿畦猫垂，ノャ邑詩、疸背,7，寺j十銅壷牽蛙鐘謎r生雄、’
第1日空中写真の基礎知識

第2日写真で行う簡便な測量

第3日土地，林相の判読実技

第4日現地

第5日写真図利用の実際

写真の立体観察実技指導

土地，林相の判読

林相図の作成実技

演習
最新技術案内・写真利用
の現況と動向・質疑応答

(午後）

（〃）

（〃）

(午前）

（〃）

（〃）

(午前） (午後）

（注）日程，講師等は都合により変更することがあります

6申込方法昭和61年6月20日（第2回希望のときは9月20日)までに所定の申込書（本会にあり
ます）に記入のうえ，日本林業技術協会『空中写真セミナー」係あて送付して下さい。
なお締切日以前に定員に達した場合は，その時点で締切りとなります。

※参加決定，参加不可については，本人あて連絡致します。

7その他本セミナーについての詳細は係までお問い合わせ下さい。
主催日本林業技術協会後援林野庁・全国町村会・全国森林組合連合会・日本製紙連合会

林業技術No.5301986.5
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匹匪、圧▲煙⑰ 全国林業試験指導機関の紹介

44．和歌山県林業センター

1．林業の概況

古くから紀州木の国といわれる本県は，県土360千余

haの77%が森林で占められている。そのうち民有林が

95％で，国有林は5％にすぎない。その民有林での造林

の歴史は古く，霊峰高野山では,970年前にヒノキ,850

年前にスギを植栽した記録が残っており，現在の人工林

率は61％に達し，全国平均を大きく上回っている。

樹種別の面積比は，スギ44％，ヒノキ52％で，マツ

は松くい虫の被害によって激減して3.5％にすぎない。

ヘクタール当たりの蓄積は167mpと全国的にも優位にあ

るが，その齢級櫛成は,I～Ⅲ齢級28%,Ⅳ～Ⅶ齢級

55％，Ⅷ齢級以上17％と，保育，間伐を必要とする齢

級が大半を占め，来たるべき国産材時代に対応するため

の対策が強く望まれている。

2．沿革

昭和11年，“県面積の8割を占める林野の経営は，県

土の保全ならびに県民の経済上至大の影響を有する”と

の要請によって，本州の最南端，潮岬にほど近い東牟婁

郡高池町（現古座川町高池）に和歌山県林業試験場が設

立された。

当初は，造林利用部，木工部，庶務部の3部門をもっ

て，当時の県林業界の最重点課題であった，製炭，炭材

林択伐，特殊樹種造林技術の研究から出発したが，昭和

17年，木工部は漆器試験場として分離独立し，23年に

は造林部，林産部，庶務課の2部1課が職かれた。その

林業技術No.5301986.5

後，建築用材の需要の増大，松くい虫被害の激化等によ

り，林木の育種，スギ，ヒノキを主体とした建築用材林

の育成技術，森林の保護に関する研究等の要望が高ま

り，これに対処するため，昭和37年，これまでの2研

究部門に森林保謹部門を加えるとともに，造林部のうち

の育種部門が，和歌山県林木育種場として分離，独立し

た。

爾来，林業生産力増進のための研究業務を進めてきた

が，時代の変遷に伴う経済の高度成長に対応するための

林業経営の近代化，林業後継者の育成の必要性，第28

回全国植樹祭の開催を機として，昭和49年，従来から

の林業生産性の向上のための研究を主とした林業試験場

の業務を試験研究部が担当し，林業経営の合理化等時代

の要請に即応するための経営調査部，林業後継者ならび

に林業技能者の育成を図るための研修部を増設し，名称

を和敬山県林業センターと改めて現在地に移転した。

3．組織と施設

（1）組織

昭和49年，林業センターとして改組以来，次のとお

り1課3部制で，現在の職員数は19名である。

所長一次長一

－総務課(3名)一庶務，会計，施設等管理

一試験研究部(6名)－－育種，育苗，造林，森林
保護，林業機械

一経営調査部(5名)－林業経営，特用林産，木
材加工，防災，愉報管理

一研修部(3名)－講習，研修，普及

所在地：西牟婁郡上富田町生馬1504の1

（2）施設

土地：センター敷地30,0001nS,立合川試験林26.02ha,

田熊試験林4.67ha

建物：本館8981Il2,研修館852nf,実習舎249m2,ミ

スト温室等148m2,器材倉庫100mS

4．業務の概要

経常的な業務は，林業生産性の向上，林業経営の合理

化の研究を主な内容とした試験研究業務と，林業後継

者，林業技能者の育成のための研修業務に大別される。

（1）試験研究業務

研究課題の選択に当たっては，県林業技術開発推進会



議をはじめ，林業関係者の要望をふまえ，県林業界の当

面する課題のうち，緊急に解決を図る必要のあるものに

ついて，県単独，国庫助成，委託事業として実施してお

り，昭和61年度の研究課題は14課題（県単独7，国庫

助成5，委託2）となっている。

試験研究の推進の方向としては，

①紀州材のブランド作り

②山村の振興

③緑資源の確保と県土の保全

を3大目標として次のとおり取り組んでいる。

①紀州材のブランド作り

ア．優良材生産技術の向上

スギ，ヒノキの優良品種系統，耐せき性ヒノキ，トビ

クサレ抵抗性個体の選抜，育成。海布丸太生産等短伐期

集約施業技術の体系化。ヒノキの漏脂病，心腐病，スギ

ノアカネトラカミキリ等穿孔性害虫，野ウサギ等森林病

虫獣害の防止に関する研究。

イ．林業経営の合理化

林地除草剤，自動枝打機等の利用，非皆伐更新による

保育作業の省力化の研究。林内作業車，索道，作業道作

設等による木材生産コスI､の引き下げ等省力技術の高度

化のための資料の収集ならびに検討。

ウ．木材の利用開発

木材の流通，加工，販売等の情報の収集，木材の乾燥

技術，特に針葉樹の天然乾燥技術の確立による品質の向

上，利用促進の研究。

エ．林業新技術の開発

バイオテクノロジーの活用による，林業用主要樹種の

組織培養による優良種苗の短期大量増殖，ならびに菌根

性食用きのこ栽培のための基礎技術の開発。

②山村の振興

ア．複合経営の推進

コナラ，クヌギの天然林および既存人工林の施業改善

ならびに新規人工林によるシイタケ原木林造成技術向上

に関する研究。

イ．特用林産物の利用開発

コナラ，クヌギの代替原木の活用，地域の特性に応じ

た種菌品種の選抜，ほだ木の刺激による増収等シイタケ

栽培の合理化に関する研究。

ウ．未利用資源の活用

用材として利用価値の低いヒノキ間伐木利用のシイタ

ケ栽培技術の開発等による未利用資源の有効利用法の研

21

究。

③緑資源の確保と県土の保全

ア．森林の保全

松くい虫防除のための新誘引剤，単木処理剤のスクリ

ーニングおよび現地適用，耐せき性ヒノキの選抜，育成

による松くい虫被害跡地の施業改善，林地崩壊の誘引で

ある降雨強度に応じた崩壊危険度の計量的評価による危

険地区調査法の究明に関する研究。

イ．緑の活用

郷土樹種の育成およびこれの利用による郷土色豊かな

都市づくり等緑化に関する研究。

（2）研修業務

林業技術の普及および有能な林業後継者を養成するた

め，林業経営の近代化に必要な技術，および林業作業の

安全と効率化に必要な技能の研修を目的として，昭和

56～60年度に実施したグリーンマイスターの育成に続

いて，昭和61年以降5カ年計画でグリーンワーカーの

育成研修を行う。その主な内容は，造林，森林保護等一

般的な林業知識の講習に加えて，フォークリフト，移動

式クレーン車両系建設機械運転，玉掛等林業機械の技能

研修を行う。

また，このグリーンワーカー育成研修以外の林家の要

請に応じたシンポジウムや研修も実施することにしてい

る。

5．研究成果の普及

試験研究の成果は，『業務成績報告』を年1回，「林業

センタ,－だより』を年3回発刊し，関係機関に配布して

いる。また，普及関係職員との連携を図るため，本庁普

及担当職員，および地区林業改良指導員との連絡会議を

必要に応じて開催している。

6．今後の課題

現在，林業，林材業は極めて厳しい環境下におかれ，

林家の要請も多様化するなかで，試験研究担当者の資産

の向上に努め，先端技術等高度の技術を積極的に取り入

れ，常に林家のニーズを先き取りした試験研究を目標と

して，地域に密着した技術の開発，普及を図り，紀州木

の国の名にふさわしい林業の振興に努力したいと考えて

いる。

（和歌山県林業センター試験研究部長・藤原信鯛

林業技術No.5301986.5
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採種園29.1ha,採穂園1.0ha,原種保存園1.7ha,

苗畑3.3ha(付属地を含む),建物用地0.15ha,その他

毎年約0.4haの休耕田を苗畑として借上げている。

（2）施設

本館，作業室，種子乾燥精選室，貯苗庫，実験室各1

棟，倉庫および車庫5棟，温室2棟，気象観測施設1式

等がある。

5．育種事業

（1）精英樹の選抜と増殖

昭和32～37年に選抜された県下の精英樹は，スギ48

系統，ヒノキ13系統，アカマツ9系縫クロマツ9系

統でスギについては主として県下の南部から，その他は

県F全域から選抜されている。

これら本県の精英樹に加えて県外精英樹を導入し，昭

和38～44年に本県の造林計画に基づき，採種園,採穂園

を造成し，45年ごろより本格的にスギ挿木苗およびス

ギ，ヒノキの育種種子の生産，配布が始められた。その

後スギについては発根不良のクローンもあり，採種園に

体質改善を行う等の見直しをした結果，現在スギ，ヒノ

キの成熟採種園は70％である。将来本県の造林用苗木

のうち，スギ70影，上･ノキ100％を育種苗木により供給

する計画で，これに必要とする採種穂園の面積は，採種

園については現状規模で-|一分対応できるが，採穂園につ

いてはスギの挿木苗需要の動向を見極め，精英樹による

民間採穂園により対応する計画である。

育種種苗の生産はスギ挿木山出し苗15系統6万本，

種子についてはスギ，ヒノキ270kgを配布している。

なお昭和59年から始めたミスト温室内の土中ヒーター

の利用により常時発根を可能にして育苗を行い，集約林

業のための通年植栽用スギポット苗山出し用7,000本の

生産をしている。温室内の挿付時期は春季・秋季の2回

で，その他有用広葉樹の挿木も行っている。アカマツ，

クロマツの採種園については，松くい虫の被害をうけ活

用できない状態になっているので昭和60,61年にマツ

ノザイセンチュウ抵抗性マツ採種園に切り換えている。

しいたけ原木育種については，原木の需要が年々ひっ

ぱくしている現状にかんがみ，昭和56年からコナラを

対象に県下から21本の候補木の選抜を行い，現在シイ

タケ発生量の調査を実施している。さらに昭和61年か

ら県独自でコナラ，クヌギの追加選抜を行い，精英樹選

定後採種園を造成する計画である。

次代検定林の設定は昭和44～51年にスギ，ヒノキ30

45．和歌山県林木育種場
P

1．沿革

当場の創設は，昭和32年から本県の元林業試験場に

おいて取り組みを始めたスギ，ヒノキ，アカマツ，クロ

マツの精英樹選抜育種事業が業務の拡大に伴い,昭和36

年同場の育種部門として林木育種場を設睡したが，さら

に本事業の推進を図るため翌昭和37年現在地に独立の

機関として新たに和歌山県林木育種場を設個し本絡的な

事業が開始され今日に至っている。

2．所在地

和歌山県西牟婁郡中辺路町大字栗栖川291番地

当場は和歌山県のほぼ中央部に位慨し国鉄紀勢本線

「紀伊田辺駅」の東北部約26km(バス約1時間)に'.世か

ら近世にかけ熊野もうでで大いににぎわった歴史の

道，熊野古道」が近くを通る国道3',号線沿いにある。

当場の所在する中辺路町およびその周辺は県下有数の

林業地で，住民の林業に対する関心は高く，また育種母

材料の収集等にも恵まれている。

年平均気温14°C,年間降水瞳約2,500mmで冬季稜

雪を見ることはまれである。

3．組織

鰯長_|~企…瀦鶴長蕊務"卿-総務畷"名)-職。会計

1
係 唖
潮
蕊
郊
蕊
淵

材料の収集，優良品

餅採穂圃の造成，
検定林の調迩
種子および育種苗の

鐸溌鏡繍峨
4．施

(1)土地の利用状況
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力所および地域差検定林3カ所を県下民有林内に設定し

ている。設定後の生長調査およびスギについての特性調

査の結果を参考にして県下の林業家からそれぞれ林業経

営の目的とする系統の苗木の配布希望がきている。

（2）抵抗性育種

本県の風光明媚な600kmにおよぶ海岸線を含む県下

のマツ林の松くい虫による枯損に対処するため,昭和53

年からマツノザイセンチュウ抵抗性育種として選抜，交

雑育種の両面から取り組んでおり，①選抜育種について

はアカマツ，クロマツの抵抗性候補木を県下から1,200

本選抜し，検定の結果アカマツ2，クロマツ1が抵抗性

個体として選抜したが，これらは他府県の合絡クローン

とともに抵抗性採種園をそれぞれ0.511a造成中である。

なお引き続き県独自で候柿木の選抜を実施し抵抗性個体

の創出につとめている。②交雑育種としてはクロマツと

タイワンアカマツの雑種採種園0.42Mの造成と，人工

交配による種子の採取および育苗を行っている。また25

系統の交雑マツ集植所0.3311aを造成している。

抵抗性苗木の生産については交雑マツ，外国産マツ計

1万本を県下の海岸保安林に植栽している。61年から

はマツノザイセンチュウ接種検定苗も含めた供給を計画

している。なお60年7月に実施した2年生苗木4,200

本の接種検定（1本当たり約5,000頭）の結果は生存割

合14％であった。

（3）有用広葉樹の選抜と増殖

広葉樹の果たす役割，再検討が強く要請されている現

在’本県では独自で昭和60年から緑化樹高度化利用対

策事業として薬用木,貴重木,果実利用木，その他緑化樹

の利用目的別に分類し質的に優れていると判断される樹

23
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木約120種を県下の森林から選抜収集し，育苗技術の研

究と増殖を行っている。養成された苗木は遮伝子資源の

保存および公共施設の環境緑化に配布する計画である。

6．今後の育種事業および調査研究

前述の事業については引き続き実施していくが，①精

英樹選抜当時県下の森林は選抜対象林齢に達していなか

った林分がかなりの面積を占めていたため，また次代険

定林の調査結果をみて今後追加選抜を行うとともに，新

たなクローンを加え次代検定林を設定し調査を実施す

る。②マツの精英樹育種については，松くい虫被害対策

のために抵抗性育種に移行している傾向がみられるが，

今後ほマツノザイセンチュウ抵抗性育種とともに，マツ

精英樹と抵抗性個体の交配による複合形質個体の創出に

取り組む。③スギカミキリ抵抗性育種については，先に

抵抗性個体選抜に資するための基礎調査を実施したが，

引き続き抵抗性候補木の選抜等事業実施を進める計画で

ある。

7．おわりに

当場は業務の内容から県下の林業家の方々との交流の

機会が多く，それがため現今の林業界の動向，あるいは

個々の林業家の求めているもの等が直接肌で感じること

ができる。また海岸林の松くい虫被害跡地に抵抗性マツ

を供給することにより，都市住民の林木育種に対する認

識，あるいは緑化木の配布によるみどりの少年団とのふ

れあい等林業に撫わる者として恵まれた環境にあること

を喜びつつ，今後さらに業務の充実に努力し，林業振興

に寄与したいと念願している。

（和歌山県林木育種場長・樫合高弘）

昭和61年度前期国有林分収育林公募のお知らせ
国有林の分収育林（緑のオーナー制度）は，国有林野の一定の土地の樹木を対象に，国
以外の者に，当該樹木の対価ならびに育林費用を支払ってもらい，伐採の時期に収益を分
収する制度です。昭和61年度の前期公募は下記の予定となっています。

記

1．募集箇所全営林(支)局約400箇所,2,300ha

2．募集総口数約8,000口

3．公募開始月日昭和61年6月中旬

篠潮隠?瞥溺遡雛脇撹辱務部業務第二課嘩話03-502-8111内線5096)または最寄りの営
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ひ
ろ

一
面
柳
の
群
落
に
覆
わ
れ
た
こ
こ
は
、
ウ
ズ
ラ
谷
と
広

み
が
わ
ひ
き
が
わ

見
川
（
日
置
川
上
流
）
の
合
流
地
点
で
あ
る
。
険
し
く
切

れ
こ
ん
だ
広
見
川
の
渓
谷
も
、
こ
の
あ
た
り
で
は
ち
よ
っ

は
て
な
し

と
し
た
平
た
ん
地
が
ひ
ら
け
て
い
て
、
か
つ
て
は
果
無
山

脈
の
原
生
林
か
ら
木
材
を
架
線
で
お
ろ
し
て
く
る
土
場
で

あ
っ
た
。
昭
和
二
十
年
代
に
は
製
材
所
が
操
業
し
て
、

発
動
機
の
音
が
山
々
に
響
き
わ
た
り
、
大
き
な
宿
舎
が
三

棟
も
並
ん
で
い
た
と
こ
ろ
だ
。

木
材
は
ウ
ズ
ラ
谷
の
奥
か
ら
も
搬
出
さ
れ
て
い
た
。
そ

の
ほ
う
は
人
工
林
を
伐
採
し
た
杉
や
桧
で
あ
っ
た
。
た
し

か
昭
和
二
十
九
年
ご
ろ
、
高
校
生
だ
っ
た
私
は
、
夏
休
み

の
ア
ル
バ
イ
ト
に
、
日
当
三
百
円
で
伐
採
現
場
で
丸
太
の

fZ+fi蕊蕊
7‘岬

(画・錐者）

寸
検
を
し
た
。

そ
し
て
三
十
四
年
に
ふ
た
た
び
訪
れ
た
と
き
、
ウ
ズ
ラ

谷
は
も
う
ほ
と
ん
ど
再
造
林
が
行
わ
れ
て
い
た
。
そ
れ
は

ち
か
の
‐

近
野
森
林
組
合
に
青
年
作
業
班
が
結
成
さ
れ
た
つ
ぎ
の
年

で
、
我
々
の
仕
事
は
蟻
齢
二
、
三
年
生
の
植
林
地
の
下
草

刈
り
だ
っ
た
。

八
名
の
作
業
員
が
住
む
こ
と
に
な
っ
た
小
屋
は
、
ウ
ズ

ラ
谷
の
入
口
近
く
に
険
し
く
尖
っ
た
山
を
背
に
し
て
立
っ

て
い
た
。
そ
れ
は
植
林
の
た
め
に
専
門
の
大
工
職
人
が
建

て
た
も
の
で
、
板
壁
に
ト
タ
ン
葺
き
と
、
あ
か
抜
け
の
し

た
印
象
を
受
け
た
。
そ
の
製
品
は
川
向
か
い
の
製
材
所
で

挽
い
た
の
だ
ろ
う
。
そ
の
こ
ろ
山
小
屋
と
い
え
ば
、
ま
わ

り
の
林
か
ら
材
料
を
取
り
、
手
づ
く
り
で
見
す
ぼ
ら
し
い

掘
っ
立
て
小
屋
が
多
か
っ
た
の
だ
が
。

そ
の
小
屋
に
は
じ
め
て
入
っ
た
の
は
、
八
月
は
じ
め
の

よ
く
晴
れ
わ
た
っ
た
朝
だ
っ
た
。
我
々
は
森
林
組
合
の
ト

ラ
ッ
ク
に
、
道
具
や
蒲
団
や
食
粒
品
を
職
み
こ
み
、
め
い

め
い
の
自
転
車
と
と
も
に
、
自
分
た
ち
も
乗
り
こ
ん
だ
。

自
転
車
は
た
ま
に
里
へ
通
う
た
め
の
も
の
だ
が
、
約
十
キ

ロ
の
林
道
は
奥
へ
向
か
っ
て
登
り
坂
な
の
で
、
片
道
は
半

分
ほ
ど
も
押
さ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
だ
。

そ
の
と
き
製
材
所
は
も
う
撤
去
さ
れ
て
、
そ
ば
の
宿
舎

も
空
家
に
な
っ
て
い
た
。
そ
こ
か
ら
川
を
渡
っ
て
、
自
分

た
ち
の
小
屋
ま
で
の
細
道
に
も
、
背
丈
ほ
ど
の
雑
草
が
茂

っ
て
い
た
。
荷
物
を
担
い
で
い
る
の
で
手
は
使
え
ず
、
身

体
で
草
を
押
し
わ
け
て
進
ま
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
谷
の

奥
へ
連
な
る
山
々
は
た
け
だ
け
し
い
ば
か
り
の
濃
い
緑
に

覆
わ
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
刈
り
払
う
の
が
、
我
々
の
仕
事

だ
っ
た
。

荷
物
を
小
屋
に
運
び
入
れ
る
と
、
二
人
ほ
ど
は
森
林
組

合
の
Ｆ
技
師
と
と
も
に
仕
事
の
現
場
を
見
に
出
か
け
、
ほ

か
の
者
は
小
屋
の
掃
除
な
ど
に
と
り
か
か
っ
た
。
細
長
い

小
屋
に
は
労
働
者
が
雑
魚
寝
を
す
る
大
部
屋
が
二
間
の
ほ

か
に
、
せ
ま
い
個
室
も
あ
っ
た
。
私
は
そ
こ
を
一
人
で
占

領
す
る
こ
と
に
し
て
、
持
参
し
た
ミ
カ
ン
箱
の
机
を
置
い

た
。
箱
の
中
に
は
、
ご
ル
ク
ス
・
エ
ン
ゲ
ル
ス
選
集
』
、

ス
タ
ー
リ
ン
著
『
レ
ー
ニ
ン
主
義
の
基
礎
』
、
川
端
康
成

著
『
掌
の
小
説
百
篇
』
、
富
士
正
晴
著
『
勝
魂
』
な
ど
の

本
の
ほ
か
、
日
記
帳
、
原
稿
用
紙
、
ノ
ー
ト
、
イ
ン
キ
と

ペ
ン
、
封
筒
な
ど
が
入
っ
て
い
た
。

午
後
に
な
っ
て
夕
立
ち
に
見
舞
わ
れ
た
。
大
粒
の
雨
に

打
た
れ
て
、
ト
タ
ン
屋
根
が
騒
々
し
く
鳴
り
響
い
た
。
そ

の
う
え
雨
漏
り
が
し
て
、
私
ど
も
を
慌
て
さ
せ
た
。
山
に

行
っ
た
連
中
も
ま
も
な
く
ず
ぶ
ぬ
れ
に
な
っ
て
小
屋
へ
駆

け
込
ん
で
来
た
。
な
か
で
も
里
へ
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

Ｆ
技
師
は
、
増
水
で
谷
川
が
渡
れ
な
く
な
る
か
ら
と
、
雷

鳴
も
と
ど
ろ
く
中
を
あ
た
ふ
た
と
帰
っ
て
行
っ
た
。

雨
は
夕
暮
れ
ど
き
に
や
む
と
と
も
に
、
肌
寒
さ
が
感
じ

ら
れ
た
。
私
た
ち
は
ラ
ン
プ
に
火
を
と
も
し
炉
の
火
を
囲

ん
で
弁
当
を
食
い
な
が
ら
、
明
日
か
ら
の
仕
事
の
段
取
り

や
、
交
代
の
炊
事
当
番
な
ど
を
決
め
た
。
は
じ
め
て
の
小

屋
の
夜
は
ど
こ
で
も
そ
う
だ
が
、
み
ん
な
落
ち
つ
き
が
悪

く
、
口
数
も
少
な
か
っ
た
。

暗
く
な
る
と
、
谷
間
の
小
屋
は
し
ん
と
な
り
、
澄
み
わ

た
っ
た
流
れ
の
音
だ
け
が
聞
こ
え
て
き
た
。
外
へ
小
便
に

出
て
み
る
と
、
曇
っ
た
空
の
ど
こ
か
に
月
が
あ
る
ら
し

く
、
山
の
中
腹
に
淡
い
霧
の
か
か
っ
て
い
る
の
が
見
え

た
。
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山
桜
の
季
節
で
あ
る
。
渓
流
の
上
に
差
し
出
し
た
枝
先

せ
い
ひ
つ

に
、
薄
紅
色
の
瀞
が
み
ず
み
ず
し
く
ふ
く
ら
み
、
静
諦
の

う
ち
に
緊
張
感
を
漂
わ
せ
て
い
る
。
い
ま
ま
さ
に
花
開
か

ん
と
す
る
ま
え
の
静
け
さ
。

そ
の
桜
の
木
の
下
に
か
が
ん
で
、
私
は
釣
り
じ
た
く
を

す
る
。
伸
ば
し
た
竿
の
先
に
、
ま
ず
は
釣
糸
を
結
び
つ
け

る
。
糸
に
は
あ
ら
か
じ
め
浮
き
や
重
し
や
針
を
セ
ッ
ト
し

て
い
る
。
餌
は
ミ
ミ
ズ
で
あ
る
。
私
は
物
音
を
た
て
ず
、

息
さ
え
も
ひ
そ
め
る
よ
う
に
し
て
し
た
く
を
す
す
め
る
。

な
ぜ
な
ら
す
ぐ
向
こ
う
の
淵
で
は
、
さ
っ
き
か
ら
大
ぶ
り

な
コ
サ
メ
（
ア
メ
ノ
ウ
オ
）
が
、
餌
を
狙
っ
て
し
き
り
に

水
面
に
跳
ね
て
い
る
か
ら
。

釣
竿
を
か
ざ
す
と
、
足
音
を
忍
ば
せ
て
魚
と
の
間
合
い

を
つ
め
る
。
吸
い
こ
ん
だ
息
を
と
め
て
糸
を
飛
ば
す
。

と
、
餌
が
水
面
に
落
ち
る
よ
り
も
早
く
、
コ
サ
メ
は
跳
ね

上
が
り
ざ
ま
、
バ
シ
ャ
ッ
と
し
っ
ぽ
で
は
た
き
込
ん
だ
。

ぐ
う
っ
と
水
中
に
引
き
入
れ
る
手
ご
た
え
、
し
な
る
竿
の

先
、
つ
ぎ
の
瞬
間
、
魚
は
も
が
き
な
が
ら
水
面
か
ら
上
が

っ
て
く
る
。
だ
が
そ
の
コ
サ
メ
は
餌
を
食
っ
て
は
い
な

い
。
腹
部
に
針
が
刺
さ
さ
っ
た
も
の
だ
っ
た
。
ま
れ
に
は

こ
ん
な
か
た
ち
で
釣
れ
る
こ
と
も
あ
る
の
だ
。

そ
の
コ
サ
メ
は
体
長
二
十
セ
ン
チ
ほ
ど
も
あ
り
、
こ
の

山
峡
の
竃

ウ
ズ
ラ
谷
ｌ
夏
の
下
草
刈
り
①

時
期
と
し
て
は
大
き
い
ほ
う
だ
。
解
禁
は
じ
め
の
三
月
上

旬
は
ま
だ
や
せ
て
い
た
も
の
が
、
桜
の
季
節
と
も
な
る
と

脂
肪
が
ま
わ
っ
て
く
る
。
白
っ
ぽ
い
脇
腹
に
並
ん
だ
黒
と

朱
色
の
コ
サ
メ
特
有
の
斑
紋
も
い
っ
そ
う
鮮
明
に
な
っ
て

美
し
い
。

コ
サ
メ
は
歩
き
釣
り
で
あ
る
。
一
つ
の
淵
で
釣
れ
る
の

は
多
く
て
も
数
尾
ど
ま
り
だ
か
ら
、
川
を
さ
か
の
ぼ
り
な

が
ら
、
淵
ば
か
り
か
浅
瀬
に
も
丹
念
に
糸
を
入
れ
ね
ば
な

ら
な
い
。
腹
ま
で
の
長
靴
を
は
き
、
腰
に
は
魚
篭
を
つ

け
、
ま
だ
寒
い
の
で
厚
い
ジ
ャ
ン
バ
ー
を
着
こ
ん
で
い

る
。
も
つ
さ
り
と
し
た
格
好
だ
が
、
つ
ね
に
魚
に
気
取
ら

れ
ぬ
よ
う
に
、
忍
者
の
よ
う
に
足
音
を
忍
ば
せ
な
が
ら
、

竿
を
振
る
う
の
だ
。

ま
だ
太
陽
は
の
ぞ
い
て
お
ら
ず
、
空
は
淡
く
曇
っ
て
い

る
が
、
谷
間
は
な
ん
と
な
く
華
や
い
だ
雰
囲
気
に
満
ち
て

い
る
。
ま
わ
り
の
山
々
の
す
べ
て
の
木
の
芽
が
動
き
は
じ

め
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
細
い
枝
の
先
が
ふ
く
ら
み
、
紅

や
茶
や
黄
な
ど
、
木
の
種
類
に
よ
っ
て
微
妙
に
異
な
る

が
、
艶
っ
ぽ
い
色
を
に
じ
ま
せ
る
。
そ
の
あ
い
だ
に
木
の

花
も
見
え
る
。
純
白
の
小
さ
な
鐘
を
何
万
個
も
ぶ
ら
さ
げ

た
よ
う
な
ア
シ
ビ
、
背
の
高
い
ろ
う
た
け
た
色
白
美
人
の

コ
ブ
シ
、
い
つ
ぽ
う
背
の
ひ
く
い
ク
ロ
モ
ジ
は
薄
緑
の
新

宇
江
敏
勝

芽
と
と
も
に
黄
色
く
可
憐
な
花
を
つ
け
て
い
る
。
あ
る
い

は
ヤ
ブ
ッ
バ
キ
の
真
紅
の
花
も
ま
だ
健
在
だ
。

コ
サ
メ
は
五
分
間
に
一
尾
ぐ
ら
い
の
割
合
で
釣
れ
る
。、、

ど
れ
も
十
セ
ン
チ
か
ら
十
数
セ
ン
チ
と
小
さ
く
て
、
あ
た

司り
も
ほ
と
ん
ど
感
じ
な
い
。
流
れ
に
浮
き
が
静
止
す
る
の

が
目
安
で
あ
る
。
そ
の
と
き
竿
を
上
げ
る
と
コ
サ
メ
は
ま

る
で
蝶
の
よ
う
に
ひ
ら
ひ
ら
と
舞
い
上
が
る
。

、
、
、

あ
た
り
の
強
い
の
は
ウ
グ
イ
で
あ
る
。
コ
サ
メ
は
急
流

に
多
い
が
、
ウ
グ
イ
の
ほ
う
は
淵
の
深
い
よ
ど
み
に
い

る
。
新
緑
の
五
月
の
産
卵
を
ひ
か
え
て
、
も
は
や
腹
が
赤

ど
ん
生
く

く
な
り
、
餌
に
た
い
し
て
も
食
欲
で
あ
る
。
か
ん
た
ん
に

釣
れ
る
わ
け
だ
が
、
猶
物
と
し
て
は
コ
サ
メ
よ
り
ず
っ
と

格
が
落
ち
る
の
だ
。

し
か
し
コ
サ
メ
や
ウ
グ
イ
ば
か
り
が
釣
れ
る
と
は
か
ぎ

ら
な
い
。
流
れ
の
底
に
あ
る
朽
木
や
岩
な
ど
に
針
を
か
け

る
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
飛
ば
し
た
糸
が
両
岸
か
ら
差
し
出

し
た
木
の
枝
に
か
ら
ま
っ
た
り
も
す
る
。
餌
を
む
だ
に
し

た
り
、
と
き
に
は
糸
が
切
れ
た
り
も
す
る
が
、
も
ち
ろ
ん

予
備
の
も
の
を
持
っ
て
い
て
、
す
ぐ
に
替
え
る
こ
と
が
で

き
る
。
山
の
高
い
所
に
あ
た
た
か
そ
う
な
明
る
い
陽
が
あ
た

り
、
そ
れ
が
だ
ん
だ
ん
と
下
が
っ
て
く
る
。
や
が
て
両
岸

の
柳
の
群
落
の
銀
鼠
色
の
花
穂
が
照
ら
さ
れ
、
つ
ぎ
に
水

面
に
も
陽
射
し
は
そ
そ
が
れ
た
。
二
日
前
の
雨
で
か
さ
を

増
し
た
水
は
、
ぬ
め
ぬ
め
と
粘
っ
こ
く
輝
き
な
が
ら
、
か

ぎ
り
な
く
流
れ
る
。
あ
た
り
一
面
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
光
の

中
に
、
ま
た
一
尾
、
朱
色
の
斑
紋
に
彩
ら
れ
た
魚
が
舞
い

上
が
る
の
で
あ
る
。
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加茂の大クズ アサヒペンタックス6×7｡200ミリレンズ。トライX

〔万正寺の大カヤ〕〔加茂の大クス〕

所在徳島県三好郡三加茂町加藤
交通徳島本線阿波加茂駅。徒歩約20分
特徴国指定特別天然記念物。目通周囲12.12m・
樹高24m･樹齢約1000年。

徒
樹
り
・
よ
ｍ
折
２
桑
＆

》
陸
岬
。

寺
行
胸
年

正
田
。
叩

万
藤
物
加

細
却
鑑
錠

桑
駅
然
＃鍵

島
北
約
烏
１

禰
東
歩
福
筒

在
通
徴

所
交
特

か
も

Ⅲ
加
茂
の
大
ク
ス
ー
阿
波
平
野
に
君
臨

ク
ス
の
木
は
、
照
葉
樹
の
代
表
樹
種
で
あ
り
、
日
本
で

は
最
も
大
き
く
生
長
す
る
木
で
も
あ
る
。
鹿
児
島
県
の

「
蒲
生
の
ク
ス
」
幹
の
周
囲
三
三
メ
ー
ト
ル
が
、
そ
の
い

い
例
で
あ
る
。
こ
の
加
茂
の
大
ク
ス
は
前
記
の
ク
ス
の
太

さ
に
は
か
な
わ
な
い
が
、
と
も
に
国
の
特
別
天
然
記
念
物

に
指
定
さ
れ
て
い
る
理
由
は
、
樹
形
の
美
し
さ
、
壮
大
さ

に
お
い
て
群
を
抜
い
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

こ
の
ク
ス
の
木
は
、
阿
波
平
野
の
水
田
の
中
に
ス
ッ
ク

と
立
ち
、
枝
張
り
は
東
方
約
二
一
メ
ー
ト
ル
。
西
方
二
四

メ
ー
ト
ル
。
南
方
約
一
九
メ
ー
ト
ル
。
北
方
約
二
○
メ
ー

ト
ル
。
樹
冠
は
ほ
ぼ
偏
球
形
の
壮
大
な
形
を
つ
く
っ
て
夏

空
に
ぬ
き
ん
で
て
い
た
。
こ
の
木
の
よ
う
に
全
容
を
カ
メ

ラ
に
収
め
ら
れ
る
巨
木
は
、
日
本
で
は
い
く
ら
も
見
ら
れ

な
い
。
そ
れ
だ
け
に
私
の
感
激
は
大
き
か
っ
た
。

樹
陰
で
は
近
所
の
子
ど
も
た
ち
が
元
気
に
遊
ん
で
い

た
。
私
は
幼
い
こ
ろ
、
生
家
の
境
内
の
樹
陰
で
遊
ん
だ
気

分
に
さ
そ
わ
れ
、
本
当
に
な
つ
か
し
く
、
時
の
た
つ
の
も

忘
れ
て
撮
影
に
夢
中
に
な
っ
た
。

四
国
を
旅
す
る
ご
と
に
、
高
知
の
「
杉
の
大
ス
ギ
」
と

こ
の
加
茂
の
大
ク
ス
に
は
必
ず
足
を
運
ん
だ
。
私
の
心
を

と
ら
え
て
は
な
さ
な
い
木
々
た
ち
な
の
で
あ
る
。

戦
時
中
、
こ
の
木
の
持
ち
主
が
樟
脳
油
を
採
取
す
る
た

め
に
根
を
切
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
、
と
地
元
保
存
会
の
人

た
ち
が
話
し
て
く
れ
た
が
、
現
在
も
こ
の
ク
ス
は
樹
勢
旺

盛
で
あ
り
、
何
度
目
か
に
こ
の
巨
樹
に
立
ち
寄
っ
た
と

き
、
少
し
離
れ
た
と
こ
ろ
に
二
世
の
ク
ス
が
植
え
ら
れ
て

い
た
。
そ
れ
は
心
温
ま
る
風
景
で
あ
っ
た
。
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万
正
寺
の
大
カ
ヤ

私
の
古
樹
巡
礼

ニ
コ
ン
。
ニ
ッ
コ
ー
ル
三
五
ミ
リ
レ
ン
ズ
。
ト
ラ
イ
Ｘ

写
真
・
文

八
木
下
弘

９
万
正
寺
の
大
カ
ャ
ー
無
数
の
目
玉
を
持
つ
大
ダ
コ

夜
明
け
と
と
も
に
東
京
を
た
ち
、
東
北
自
動
車
道
を
ひ

た
走
り
。
途
中
、
畑
の
中
に
巨
立
す
る
日
本
一
の
樹
高
を

も
つ
「
杉
沢
の
大
ス
ギ
」
を
撮
影
し
、
再
び
東
北
自
動
車

こ
お
り

道
を
走
っ
て
、
宮
城
県
境
に
近
い
桑
折
町
の
、
こ
の
大
カ

ヤ
に
到
着
し
た
の
は
五
月
末
の
夕
藤
れ
で
あ
っ
た
。

「
万
正
寺
の
大
カ
ヤ
」
と
い
う
か
ら
に
は
お
寺
の
境
内

に
あ
る
の
か
な
と
思
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
ら
し
き
も
の
は

な
く
、
畑
地
の
中
に
孤
立
し
て
い
て
、
探
す
の
に
あ
ま
り

苦
労
は
し
な
か
っ
た
。
か
つ
て
こ
の
地
に
万
正
寺
な
る
ぉ

寺
が
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
は
さ
だ
か
で
な
い
が
、
地
名
が

万
正
寺
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
木
の
来
歴
に
つ
い
て
は
、
文
治
年
間
（
約
千
年
前
）

藤
原
時
長
が
、
常
陸
国
伊
佐
か
ら
こ
の
地
の
高
館
城
主
に

封
ぜ
ら
れ
た
と
き
に
、
記
念
と
し
て
植
え
た
も
の
と
伝
え

ら
れ
、
そ
の
後
、
伊
達
朝
宗
が
封
ぜ
ら
れ
て
か
ら
、
名
木

と
し
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
旨
の
簡
単
な
伝
承
が
あ

る
だ
け
で
詳
し
い
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
。

夕
日
を
浴
び
た
こ
の
大
カ
ヤ
の
主
幹
ら
し
き
周
囲
か
ら

十
数
本
の
巨
枝
が
、
あ
た
か
も
海
中
を
遊
泳
す
る
巨
大
な

タ
コ
の
足
の
よ
う
に
空
中
に
向
か
っ
て
伸
び
て
い
た
。
樹

下
に
ベ
ン
チ
が
あ
っ
た
。
私
は
腰
を
お
ろ
し
て
こ
の
異
形

の
木
を
眺
め
て
い
る
う
ち
、
ぎ
ょ
っ
と
、
全
身
に
鳥
肌
が

た
つ
よ
う
な
無
気
味
さ
を
感
じ
た
。
無
数
の
タ
コ
の
眼

が
、
ギ
ラ
、
ギ
ラ
ッ
と
に
ら
ん
で
い
る
で
は
な
い
か
烈

「
お
や
じ
さ
ん
、
こ
の
木
は
タ
コ
の
お
化
け
だ
れ
／
・
」

指
示
に
従
っ
て
大
型
カ
メ
ラ
を
据
え
て
い
た
息
子
が
、
私

の
胸
中
を
見
透
か
す
よ
う
に
、
’
一
ヤ
リ
と
笑
っ
た
。
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製造工程

製材 甲 造り 仕上げ
1

（
製
品
）

’
一
‐
鋤
伝
‐
剰
訓
－

１
｜
金
具
付
け
一

一
姉
付
け
一

ｌ
｜
磨
き
－

－
１
１
１
「
Ｉ
Ｉ
‐

’
１
鯛
１
１
１
割
’
一

Ｆ
一
一
板
付
け
一

一
彫
り
－

１
｜
割
り
一

一
乾
燥
一

’
一
甲
挽
き
一

一
墨
付
け
－

１
｜
寸
決
め
一

（
原
木
）

’

一
八
一
・
五
セ
ン
チ
）
の
三
種
類
が
あ
る
。

特
色
キ
リ
材
は
木
質
が
柔
ら
か
く
、
年
輪
の
つ
ま

っ
た
木
目
が
美
し
い
。
油
気
が
多
く
て
ね
ば
り
が
あ

る
の
で
、
表
面
を
焼
い
た
と
き
適
当
な
油
分
が
出
て

表
面
を
保
護
し
、
美
し
い
光
沢
が
出
る
。
ま
た
、
手

作
り
で
、
熟
練
さ
れ
た
技
術
が
生
み
出
し
た
優
れ
た

音
色
が
特
色
で
あ
る
。

沿
革
史
料
が
な
い
の
で
起
源
は
つ
ま
び
ら
か
で
は

な
い
が
、
福
山
地
方
は
ダ
ン
ス
、
箱
、
下
駄
な
ど
備

後
桐
製
品
の
産
業
が
発
達
し
、
そ
れ
ら
に
似
た
技
術

に
よ
る
琴
づ
く
り
が
自
然
発
生
的
に
生
ま
れ
た
よ
う

で
あ
る
。
そ
し
て
、
城
下
町
で
あ
る
福
山
は
、
各
歴

代
藩
主
の
奨
励
に
よ
り
歌
舞
、
音
曲
が
盛
ん
で
、
幕

末
か
ら
明
治
に
か
け
て
有
名
な
琴
の
演
奏
者
が
輩
出

し
た
の
で
、
琴
の
需
要
も
増
し
、
明
治
三
十
八
年
に
は

生
産
が
分
業
化
さ
れ
て
、
量
産
体
制
が
と
ら
れ
た
。

原
材
料
甲
板
、
裏
板
の
主
材
料
で
あ
る
キ
リ
は
会

津
産
の
も
の
が
主
で
、
他
に
飛
騨
、
地
元
、
北
ア
メ

リ
カ
の
も
の
。
装
飾
付
属
部
品
の
主
材
料
は
紅
木
、

シ
タ
ン
、
コ
ク
タ
ン
、
カ
リ
ン
、
象
牙
で
、
い
ず
れ
も

東
南
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
か
ら
の
輸
入
材
で
あ
る
。

製
造
技
術
丸
太
か
ら
木
取
り
し
た
甲
材
を
荒
甲
と

い
い
、
荒
甲
は
屋
外
で
十
二
カ
月
以
上
、
唐
木
の
付

属
部
材
は
通
気
性
の
良
い
日
陰
で
五
’
六
カ
月
天
然

乾
燥
を
行
う
。
乾
燥
し
た
甲
材
の
表
面
お
よ
び
裏
面

を
割
り
、
甲
の
内
面
に
は
、
綾
杉
彫
り
ま
た
は
子
持
綾

杉
彫
り
で
模
様
を
彫
っ
て
音
響
効
果
を
高
め
、
丸
型

か
ら
見
え
る
美
観
を
増
し
て
い
る
。
甲
と
裏
板
は
、

間
に
堰
板
と
張
板
を
取
り
付
け
て
接
合
す
る
が
、
接

合
方
法
は
、
琴
の
等
級
に
よ
っ
て
、
裏
板
の
木
端
面

が
磯
側
に
出
る
普
通
品
の
並
甲
と
、
裏
板
を
「
留
め
」

に
し
て
磯
側
に
は
見
え
な
い
高
級
品
の
〆
甲
お
よ
び

く
り
こ
う

割
甲
が
あ
る
。
次
に
、
木
目
の
美
し
さ
を
強
調
し
、
こ
て

琴
独
特
の
色
合
い
を
出
す
た
め
、
甲
の
表
面
を
饅
で

む
ら
な
く
焼
き
上
げ
、
い
ぼ
た
ろ
う
（
い
ぼ
た
の
木

に
つ
く
虫
の
分
泌
物
）
お
よ
び
う
ず
ぐ
り
（
ワ
ラ
や

カ
ヤ
な
ど
を
束
ね
た
棒
だ
わ
し
）
を
用
い
て
磨
く
。

り
ゆ
う
か
く

こ
の
甲
本
体
に
装
飾
付
属
部
品
の
四
分
六
、
竜
角
、

か
し
わ
ぱ
り
ゆ
う
ぜ
つ

柏
葉
、
口
前
材
、
竜
舌
、
丸
型
、
竜
脚
な
ど
を
取
り

付
け
る
。
竜
舌
に
は
銘
を
入
れ
た
り
、
漆
塗
り
や
蒔

絵
を
施
し
た
り
、
金
で
家
紋
を
入
れ
る
こ
と
も
あ

る
。
柏
葉
の
意
匠
で
玉
縁
巻
き
（
丸
味
の
あ
る
形
の

材
料
で
柏
葉
を
縁
取
り
す
る
）
は
福
山
琴
の
特
徴
の

ね
こ
あ
し

一
つ
で
あ
る
。
頭
の
ほ
う
の
竜
脚
は
通
称
「
猫
脚
」

と
呼
び
、
金
具
で
取
り
外
し
が
で
き
る
が
、
尾
の
ほ

む
か
で
あ
し

う
の
竜
脚
は
「
百
足
脚
」
と
呼
ん
で
、
甲
本
体
に
じ

か
に
取
り
付
け
て
あ
る
。
最
後
に
四
分
六
に
弦
を
通

す
穴
を
あ
け
て
芯
座
と
い
う
金
具
を
埋
め
込
み
、
全

体
の
仕
上
り
具
合
を
点
検
し
て
、
反
り
、
狂
い
な
ど

を
調
整
す
る
。

生
産
地
広
島
県
福
山
市

生
産
規
模
企
業
数
一
四

従
事
者
数
二
二
五
人

年
産
額
一
○
億
五
八
○
○
万
円
（
う
ち

伝
産
品
三
億
五
二
○
○
万
円
）

組
合
福
山
邦
楽
器
製
造
業
協
同
組
合
〒
七
二

○
福
山
市
城
見
町
二
’
二
’
一
六
電

話
○
八
四
九
（
二
三
）
○
八
八
五
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ー,

金
剛
仏
統
的
工
談
品
セ
ン
タ
！
主
低
細
談
風

佐
原
雄
次
郎

暮
ら
し
の
中
の
木
竹
工
芸

一一一寺Ｌ －Lトュ亜〃･‐』L:剴工,"-.－

(写真・福山邦楽器製造業協同組合提鈎

柏葉(イ

巻
き

丸型(竜殉）
｜、

裏板（

蕊の表面（上）と裏面

福 山琴2．

さ
し
も
の

指
物
と
は
、
古
く
は
家
具
・
調
度
を
作
る
こ
と
を

い
っ
て
い
た
が
、
現
在
で
は
ふ
つ
う
、
ダ
ン
ス
、
机
、

箱
の
よ
う
に
、
板
や
棒
を
さ
し
合
わ
せ
て
組
み
立
て

た
も
の
を
い
っ
て
い
る
。
ま
た
、
臼
や
こ
れ
鉢
の
よ

く

く
り
も
の

う
に
木
を
割
っ
た
も
の
を
剖
物
と
い
う
が
、
剖
物
の

部
材
を
主
に
し
て
作
っ
た
指
物
に
琴
が
あ
る
。

琴
は
中
国
か
ら
伝
来
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
三
味

線
や
尺
八
と
と
も
に
和
楽
器
の
代
表
的
な
も
の
で
あ

ひ
つ
そ
う

る
。
二
十
五
弦
の
も
の
を
蓋
、
十
三
弦
の
も
の
を
箏

き
ん

の
こ
と
、
七
弦
の
も
の
を
琴
の
こ
と
、
六
弦
の
も
の

わ
ど
ん

を
和
琴
（
や
ま
と
ご
と
）
と
呼
ん
で
い
た
が
、
鎌
倉

、
、

時
代
以
降
箏
が
最
も
多
く
使
わ
れ
、
こ
と
と
い
え
ば

箏
だ
け
を
さ
し
、
字
も
琴
を
あ
て
る
よ
う
に
な
っ

た
。
奈
良
時
代
に
は
宮
廷
の
雅
楽
に
用
い
ら
れ
て
い
た

が
、
室
町
時
代
に
北
九
州
で
筑
紫
琴
が
生
ま
れ
、
江

や
つ
は
し
け
ん
ぎ
よ
う

戸
時
代
に
入
っ
て
八
橋
検
校
が
改
良
し
て
、
ほ
ぼ
現

在
の
型
が
で
き
た
。
現
在
、
全
国
生
産
の
七
割
以
上

を
福
山
市
が
占
め
て
い
る
。

種
類
福
山
琴
は
演
奏
用
の
も
の
で
、
山
田
流
の
山

田
琴
、
生
田
流
の
生
田
琴
（
長
磯
琴
を
含
む
）
の
二
種

り
ゆ
う
き
や
く

類
が
あ
る
。
両
者
の
違
い
は
、
竜
尾
の
形
と
竜
脚

は
、
前
者
の
は
丸
み
が
あ
る
が
後
者
の
は
ま
っ
す
ぐ

で
あ
り
、
丸
型
は
、
前
者
は
丸
味
が
あ
る
が
後
者
は

特
殊
な
形
を
し
て
い
る
。
琴
の
全
長
は
、
前
者
は
六

尺
（
一
九
八
セ
ン
チ
）
で
あ
る
が
、
後
者
に
は
本
間

（
六
尺
二
寸
’
二
○
四
・
六
セ
ン
チ
）
、
五
八
（
五
尺

八
寸
’
一
九
一
・
四
セ
ン
チ
）
、
並
間
（
五
尺
五
寸
Ｉ
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国有林の利益処分1,000億円の

一般会計への繰入れ農材鵜
外材輸入が本縮化となる以前，国

有林は連年黒字であった。

この当時，利益が生じたからとい

って，林道の先行投資，職立金など

の内部留保は行われずに，まことに

「気まえよく｣，一般会計に繰り入

れられた。その額は924億円に達

し，現在価格では，2,000億円は超

えてる。

窮迫する国有林財政

借入残高1兆5千億円に

国有林財政の窮状がいわれて久し

い。61年度の特会予算は，総額で

5,636億円，このうち，2,370億円

は借入金で賄われている。

借入金は，利子をつけて返済しな

ければならない。

61年度だけでも，利子と償還金

で1,630億円の返済が必要となる。

すなわち，2,370億円の借入を行っ

ても，実際に事業に使えるのは740

億円となる。

61年度末の借入残高は，1兆

5,100億円に達することから，62年

度の利子・償還金は，さらに増大す

ることとなる。

国有林は，成林途上の森林が多

く，当分の間は伐採通の増加は望め

ない。また，現在の円高のもとで，

木材価絡は上昇よりも下落傾向にあ

る。

まさに，国有林の財務は，これま

での経営改善努力にもかかわらず，

窮迫している。

民有林の3.5％に対し，国有林の

借入金の利率は6.3％

黒字経営の大企業である製紙会社

が，社有林の造林に農林漁業金融公

庫から借りると，償還は40年（う

ち据置25年)，利率3.5％に対し，
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林業労働者の減少

と高齢化が進行
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一人親方など，多様な就労形態によ

って担われている。

59年の林業就業者(月末1週間に

主として林業に就業した者の年間平

均数）は，雇用労働者を中心に前年

に比べ3万人減少して15万人とな

った。これは，木材需要の減退とこ

れに伴う木材価格の低迷や林業経営

費の増加等による丸太生産の停滞や

人工造林面積の減少など，林業生産

活動の停滞による就業機会の減少等
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国有林の財投の借入条件は，償還

期限25年（うち据置5年)，利率

は6.3％と，まことに不利な状況

となっている。造林の利回りは

3.5％以下が常識であり，また，

そのことが農林公庫の貸付条件と

なっているのだが。

しかも，国有林が昭和30年代

に，利益処分の一還として農林公

庫に出資を行った経緯さえある。

国有林が民有林と同一の条件で

借入を行っていたと仮定すれば，

61年度の1,630億円の利子・償

還金は，600億円以下の支払いと

なっているはずである。

◇

「現状のまま推移すれば，62年

度の予算編成は容易ならざる事

態」とする声もある。新たな展開

を期待したい。

童

ー

北前船（金沢市・銭五遺品館提供）
林政拾遣抄

銭屋 兵衛
石川県の県都，金沢市を流れる犀

川が日本海に注ぐところ，ここが

離し(瀞)である｡この付近は平
たんな砂浜が続き，物資の荷揚げ，

集積場として適していたこともあっ

て，古くから金沢市の窓口として栄

えていた。特に前田利家が城を築い

た元和7年(1621）には,築城用の

材木はここに集まり，筏で金沢市ま

で運ばれている。材木商が軒をつら

ねたほか，肥料商，米問屋その他各

種の商家が集中していた。この「商

人の町」宮腰に生まれたのが，幕末

の豪商，銭屋五兵衛（1773～1852）

であった。

銭屋五兵衛は文化年間(19世紀の

初め）以降，海運業（廻船業）を営

んで産をなし，後，河北潟埋立工事

によって失脚し，ついには牢死する

という悲惨な生涯を終えたのである

が，彼が廻船業者として活躍してい

たとき，生糸，海産物，米穀はもと
きた

より，材木問屋をも兼ねていた。北

箭撚を北は奥羽,北海道から西は山
陰九州へ，東は江戸，西は大阪ま

で回漕して全国にまたがる交易を行

ったのである。その交易物資の一つ

が木材であった。三
ひがきかいぜんたる

北前船は菱垣廻船，樽廻船が江戸三
＝目

と大阪地区を結ぶ航路であったのに言

対し，北国と，京阪神を結ぶ日本海言
＝

航路であった。北海の荒波に耐えら三
三

れるよう頑丈に造られた，「トンク言
＝

リ舟」とも呼ばれる船が南北を往来言
＝

した。北国へは米，木綿等を運び，冒
言

帰りに鮭，コンブ，木材等を積ん言
＝

だ。金沢市では現在でも「クサマニ
ー

キ」（青森のヒバ材)造りの住宅が=
好まれるというが,古くからヒパ材冒

＝

を使用していた故であろう。三
＝

銭屋五兵衛は材木商として金沢藩三
二

の材木交易を一挙に握ったとか，江三
三

戸の大火の後に大量の材を運んで巨三
＝

富を築いたとか，あるいは会津領の三
山林を買占め，それが彼の失脚の一三

＝

因となったとか，その活動ぶりは華冒

華しい°その五兵衛の思想に大きな言
影響を与えたのは，本多利明の開国三

＝

論であり，海保青陵の「他国交易

論」であったという。「国の富は利
＝：

の字の事なり」という青陵の言に発弓
言

奮した情熱の材木商だったのであ呈
自こ

る。（筒井廸夫）三
＝

三

g＝

l〃』－－．－’含む一…軸一準一凶｡ロ．‐ロ華杢l

の林業への就業者数は減少傾向にあ

り，若年労働者の減少等とも相まっ

て，林業就業者のうち55歳以上の

者の占める割合が3分の1に達する

など，高齢化が進行している。

林業労働力を将来にわたり安定的

に確保していくためには，林業生産

活動を活発化し，林業への就業機会

の拡大を図るとともに，林業労働者

の生活の場である山村地域の居住環

境を総合的に整備していくことが重

要となっている。これに加えて，①

林業事業体の経営基盤の強化および

林業従事者の就労の広域化等による

就労の安定化，長期化，②雇用関係

の明確化など就労条件の改善，③高

度な技能を有する基幹的な林業労働

者の育成，④機械化の推進，⑤労働

安全衛生の確保などを図ることが必

要となっている。
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本書は，地域の森林に賦存する豊

富な資源を活用したり，あるいは林

地の立体的な利用を図るなど，それ

ぞれの農山村がもつ様々な特色ある

地域費源を生かして，産業振興と住

民の定着を図り，明るく，豊かな地

域社会を創出するに当たっての素材

を提供することを目ざして企画され

たものである。よく現代は情報過多

の時代といわれるのであるが，特用

林産物は多くの作目を含み，かつ地

域性が強いために，いざその実例を

知ろうとすると，個々に問い合わせ

をするなどしないと，なかなかまと

まった情報が入手できない実態にあ

る。そのようなわけで，この本は，

編集・解説・執筆者の総数70名の

協力により，企画から発行まで2年

有余を費やしてこのほど完成にこぎ

着けたと聞いている。本書は，作目

を「きのこ｣，「山菜｣，畷実｣，屠

辛料｣，「薬木薬草｣，「原木・工芸材

従来広葉樹全般にわたる樹種別

の，特にあまり取り扱われたことが

少ない種類についての情報を知るに

は，図書室で明治・大正時代刊行の

『本多造林学一澗葉樹編』を探し出

して目的を達することがしばしばあ

った。以来いくつかの樹種について

は，断片的にこれらの研究・情報が

蓄積されてきた。そこで，現段階に

おける研究，技術ならびに情報等を

集大成した広葉樹各般にわたる新刊

書の出版が鱗から強く要望される
ようになって生まれたのが本書であ

る。この書は元林業試験場長であっ

た坂口勝美博士を委員長とする国立

林業試験場関係者8名の編集委員が

選出されて，その方針が審議され

た。その結果前述の『本多造林学一

澗葉樹編』を全般的に書き改め，そ

の後の研究と技術の蓄積を加えるた

め,現在各界の第一人者である19名

の執錐者が選定された。執筆者には

大学，国，公立林業試験場，民間の

料｣，「ウッド･クラフト｣，「木炭．

煉材｣，「繊維｣，「油脂．染料｣，「成

分利用｣，硴き」に区分のうえ，事

例を紹介する構成となっている。

紹介されている事例数は57で，

作物数では52となっており，地域

的には，北は北海道から南は鹿児島

県までの37都道府県にわたってお

り，伝統的な福井，鳥取県のオウレ

ンや和歌山県の備長炭をはじめ，最

近話題となっている北海道の蹴材

（スモークウッド）や岩手県の工芸

コミュニティの木工など，新旧とり

まぜて多岐にわたっている。事例紹

介の執筆者は，地元でその事業に関

係したり，指導に当たったりした都

道府県の林業普及指導職員(SP,

Ag),町村の職員，森林組合の役員

等の方々である。事例には現場の雰

囲気がよく出ており，一般的には，

気が付きにくい，栽培．経営上のキ

ー・ポイントがさりげなく指摘され

研究機関の職員が広く含まれてい

る。

本書の内容は総論と樹種別各論に

分けて記述されている。まず総論と

して日本の森林帯における広葉樹林

の位置づけ，広葉樹材の利用と需

要，広葉樹造林の歴史と現況につい

て論述され，わが国における広葉樹

問題の概況を要領よく知ることがで

きる。

次に樹種別各論については，本邦

産およびわが国に導入された外国産

樹種の種，変種，品種あわせて989

種につき，その識別法，分布，樹種

の性質，木の大きさ，樹形，性別，

植物季節，発根性，耐陰性などの耐

性，群落，生態，材の理化学性質お

よびその用途，造林用，緑化用など

の使いみち，栽培法，造林法（人工

造林法，天然更新裟)，伐採，収枇

法などについて解説したものであ

る。ここに掲載されている種類はわ

が国に普通にみられるものがほとん
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ていて，参考になる点が多い。特用

林産物には，特産品として全国でも

そこしかないというのがセールス・

ポイントという作目や，同じ作目で

あっても他地域とは作り方に差があ

るものが多い。そのため，各事例に

ついて,その作目に灘が深い研究
者等が解説を付けることによって，

読者の理解を助けるよう配慮されて

いる。以上のことからみて，本書

は，林研グループ員，森林組合員，

市町村の地域づくりの担当職員など

地域のリーダーの方々の参考となる

ばかりでなく，特用林産物の振興・

普及に関係する方々にとっては，座

右に1冊を備え，業務の合間に，自

分の地域外，専門外の特用林産物に

ついての知識の幅を広げるうえで大

いに役だつものであるといえよう。

（前賑営林局計画課長・加藤国昭）

－’

"三壱言刀

みどりとは森林である

やがて来る新しい世代の，21世

紀の森林づくりはどのように進めた

らよいか，国土緑化推進委員会に設
みどり

けられた「21世紀の森林づくり委

員会」が，その検討結果を『21世
みどり

紀へ－国民参加の森林づくりを』

とした提言としてまとめ，去る3月

に発表された。

それによると，21世紀の社会は，

世界的には人口が燦発的に増加し，

食糧や資源の需給関係は不安定にな

ると考えられること。また日本国内

では，世界に例を見ない急激な高齢

化社会を迎え，高齢者を中心とした

「生きがい」や「自己参加・創造

型」レクリエーションへの欲求も高

まること。また，人口の都市集中化

は，地方都市も含めてなおつづくこ

と，そのため，都市型住民や都市生

まれの世代が増えて，人々は心身の

ゆとりやうるおい，そして快適な生

活灘境など，社会環境の中で，自然

とのふれあいを求めるようになるで

あろうと予測している。

また，わが国は国土の約7割が森

林であり，古くから森林と人閥生活

とは，深いかかわりをもっていて，

森林の多面的な機能を生かし，日本

独自の木の文化を育て，安全な国土

づくりが進められてきた。ところが

近年人口の都市集中化が，農山村の

過疎化や国民と森林とのふれあいを

薄めてしまった。最近ではまた，国

民の森林への関心はしだいに高まっ

てきたが，都市化する21世紀の社

会では，その関心や森林の多様な効

用によせる国民の期待は，いっそう

高まるようになるだろう。

ところが現在ある森林は，森林・

林業を瞳ぐる厳しい情勢のもとで，

管理水準は低下してしまっており，

国民の期待にこたえる状態ではな

い。そこで，21世紀の森林づくり

は，国民一人一人が，森林を自分の

ものと考えて，それぞれの立場で，

可能な方法で，森林づくりに参加す
みどり

る“21世紀の森林づくり運動”を広

く国民運動としてすすめることにあ

るとしている。特に“森林”を“み

どり”と読むよう振り仮名がつけて

あるのは，みどりが一般によりなじ

みやすいためであろう。

ところで,最近は緑という言葉が，

いろいろなところでよく使われるよ

うになった。ところが都市型人間の

"みどり”という言葉からの連想は，

特に調べたわけではないが，樹木で

あり，街路樹であり,公園であり,芝

生や野原であり，山であり，森であ

るようで，森林であるとの連想は，

どうも薄いように思われる。

森林づくりを国民運動として進め

るには，森林のもつ多様な機能の認

識とあわせ,緑とは森林であり,緑化

とはみどりづくりであり，それは森

林づくりであるという意識と，生活

のうえでの森林との深い関係を，都

市型人間に強く意識してもらうこと

が，まずもって必要ではないだろう

か。(S･S)

（この棚は編集委員が担当しています）

ど網羅されていて，広葉樹の樹種別

の百科辞典として役だつものであろ

う。

本書は林業，林学に関する専門家

が利用されるだけでなく，広く緑化

関係者，園芸家，植物愛好家の座右

におかれ，愛用されることを希望す

るものである。また，この本はガイ

ドブック的な便利さも持っている良

書といえよう。

（日本林業技術協会主任’暁員・
柳沢聰雄）
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多雪地帯のスギ幼齢木の根元曲

りとその回復が季節的樹高生長

パターンに及ぼす影響

富山県・林試阪上俊郎ほか

日本林学会誌68－3

1986年3月p.87～94

多雪地帯では造林木は雪によって

樹幹が倒伏され，根元曲りが発生

し，林木の利用上の欠点になるばか

りでなく，その後の生長をも減少さ

せるといわれている。

そこで，多雪地帯のスギ幼齢木の

季節的樹高生長パターンの分類を行

い，根元曲りと生長パターンの関係

を主成分分析を用いて解析し，さら

に，根元曲り軽減処理として行われ

る雪起こし，斜植えおよび施肥の効

果についても検討した。

その結果，多雪地帯のスギの生長

阻害因子としては，雪圧による根元

曲りが最も重要なものだと考えられ

る。根元曲り軽減処理のなかでは，

雪起こしが最も効果的で，根元曲り

軽減だけでなく，樹高の伸長量や初

期生長を良くする方向にも作用する

ことがわかった。

林道の路面状態と自動車の燃料

消費率

東大農南方康ほか

日本林学会誌68－3

1986年3月p.95,～104

路面状態を数量的に表す指標を新

たに提示したうえで，路面の良否が

車両走行時の燃料消費率へ及ぼす影

響について，主としてエネルギー節

約の観点から定量的な検討を行っ

林業技術No,5301986.5

た。

その結果，車両の燃料消費率は，

走行する区間の勾配に強く影響され

たが，路面の悪化によっても燃料消

費率が2倍にもなることが明らかに

なった。

一般的な林道として勾配0～10%

平均5％として，未舗装路面状態の

道路は舗装路に対して乗用車で約

32％，大型トラックで約42％の燃

料消費率の増加があることが示され

たが，これは路面状態を十分に整備

することによって，燃料を比率で

100/132=0.76,100/142=0.70に

まで減らすことができることを意味

している。

ファシディウム雪腐病について

林試・北海道支場松崎清一

北方林業38－4

1986年4月p.5～7

ファシデ,イウム雪腐病（病原菌：

P"“湿加"Zn〃"/s)は,1967年秋

に東大北海道演習林内で発見された

が，以来，北海道各地の多雪地域で

慢性的に発生していることが明らか

になった。

本病菌はトドマツ・エゾマツ造林

木や天然更新稚幼樹に激害を起こす

だけでなく，ヨーロッパトウヒ，ス

トローブマツ，ハイマツ，チョウセ

ンゴヨウほか多くの樹種に病原性を

示している。この菌はきわめて好低

温性で，病気は職雪下で生ずる。し

たがって，多雪地域では枝枯病に次

いで危険であると考えられる。以

下，本病の特徴について述べている

が，欧米で古くからみられ，近年，

有効な薬剤の開発試験が実施されて

いる。

クレーン車による種子の採取

北大雨竜演習林松田麺

北海道の林木育種28－2

1986年3月p.37～39

樹木の種子の採取は難しい。登る

にしても植栽木はともかく天然木は

樹高も枝下高も大きいし，太いもの

が多いので困難であり，広葉樹では

木登りはさらに難しいし，さらに危

険を伴う。

そこで，クレーンを利用すること

を考え，長いアームにゴンドラをつ

り下げて人が乗れば相当高い木でも

採種できる。さらに，アームの旋回

がきくので樹冠全体をカバーでき

る。現場はチャーターした会社から

1時間以内のところで，林道から数

メートル離れていたが，功程はウダ

イカンバ（径50cm,高さ約25m)

は約8時間（2～3人）で29.6kg

と予想以上の成果を収めた。しかし

アカエゾ(径90cm,高さ30cm)は

約2時間（3人)で4kgであった。

安全で効率の良いチェーンソー

整備台の考案使用

夕張営林署伊藤勉ほか

機械化林業No.388

1986年3月p.52～59

チェンソーの整備と目立てが一人

で安全，確実に容易にできる「チェ

ンソー整備台」を作成した。

平たんな箇所にスタンドを立て，



シャフトを挿入し，整備者の身長に

合わせシャフトをL型ロックで固定

する。回転台をシャフトに乗せ固定

台を固定する。ブレードを外した状

態のチェンソーを固定台に乗せ，前

ハンドル部を固定し，後ハンドルを

安定させストッパーで完全に固定す

る。回転台を水平，90度，45度に

倒して全体，細部にわたって整備す

る。目立てはブレードを完全に固定

し，左右に目立者の身体を移動して

行う。従来に比べ整備時間が15～

20%短縮できる。

優良大径材生産とおうれん栽培

鳥取県智頭町・林業家青木勲

山林No.1223

1986年4月p.10～13

経営面積は60haの小規模である

ので，単位収稚の増大を図るととも

に大径材生産をめざして伐期は100

年(700nf/ha)と定めている。さら

に，林地の有効利用を図るため，お

うれん栽培との複合経営を実施して

いる。現在の栽培面讃は5haで生産

量は40kg,林業収入に占める割合

は7％にすぎないが，将来，年間生

産量を250kgとし，林業収入に占

める割合を30％にしたいとしてい

る。

以下，育林技術，おうれん栽培に

取り組んだ動機，今後の林業に対す

る抱負が述べられている。今後は林

業経営だけでは難しく，スギ林の間

作としておうれんを栽培している

が，これには3割程度の陽光を必要

とし，したがって間伐，枝打ちが必

要となり，林分保育が促進されるこ

とになる。

クマハギーニホンツキノワグ

マによる林木被害

林試・関西支場山田文雄

林業試験場場報No.260

1986年3月p.2～3

ニホンツキノワグマによる林木の

刺皮は"クマハギ"と呼ばれている。

この被害は50年以上も前から問題

となりながら，いまだに有効な防止

法は確立されておらず，林業経営に

とって大きな損害となっている。

被害地の一つである京都府下で固

定澗査地を設け，被害発生のメカニ

ズムの解明と防止技術の確立に取り

組んでいるが，以下，クマによる林

木被害の実態（クマハギとは.クマ

ハギによる林業被害)，問題点（ク

マハギはどうして起こるか．被害防

止法・クマの保護と管理）について

述べている。なお，捕独による個体

数減少も被害防止に必ずしも役だた

ないようである。

クリの害虫（その1）

岡山県・林試井上悦甫

林業と薬剤No.95

1986年3月p.1～8

従来，クリは耕地周辺に植栽さ

れ，栽培管理はほとんど行われてい

なかったが，最近は一定規棋の集約

栽培が行われるようになって，害虫

の種類が増えてきた。新しい害虫を

含めて，その定着化と連年の被害累

積を防ぐとともにクリの害虫全体を

通して防除技術の体系化が当面の課

題となる。

以下，毬果害虫としてまずモモノ

ゴマダラノメイガをあげて’その形

態，加害形態，発生生態，天敵,防

除法について解説している。モモノ

ゴマダラノメイガは最も重要な毬果

害虫であり，雑食性であるため経過

習性が複雑である。そのうえクリの

品種も多く，その特性も差異があ

り，防除時期についてはそれぞれの

地域で検討が必要である。

35

木造校舎における床板の摩耗調

査例

国立・林試今村浩人ほか

木材工業No.469

1986年4月p.21～24

千葉県柏市にある小学校（木造2

階建,建設年度は昭和31年，34年，

38年に分かれている）で使用された

ヒノキの床板を64枚採取し，摩耗

量を調べた。

床板の平均摩耗量を経過年数別に

みると，28年経過で1.0mm,25

年で1.6mm,21年で1.2mmで

あるが，摩耗量は年数よりも場所の

使用頻度によって大きく変化する。

最も摩耗量の大きいのは踊り場で

10.4～1.7mm,平均5.3mnlであ

った。補修なしに25年間も使用さ

れていたものもあるが，これは特に

支障なく使用できる期間の限界であ

ろう。また，この調査でヒノキの床

板は学童の足にやさしく，かつ耐久

性のある床材料であると実感され

た。

○金内英司ほか：庄内海岸砂丘

地における海岸砂防工と海岸

林（Ⅱ）

水利科学No.168

1986年4月p.38～63

○堀江保夫：長野県西部地震崩

壊地の緑化

グリーン．エージNo.148

1986年4月p.32,～40

○浅川澄彦：森林を育てる－

造林材料の選択と遺伝資源の

保全

現代林業No.238

1986年4月p.66～71

林業技術No.5301986.5
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林 業関係行事一覧

5月

｜
区
一
全

分｜行事名
国'第37回全国植樹祭

期間

5.1.1

主催団体・会場・行事内容等

国土緑化推進委員会・大阪府・堺市。堺市大仙公園（天皇陛下御

在位50年記念公園)｡テーマ「都市の未来を緑に記して｣｡天皇陛

下お手植え，お手まき・参加者記念植樹・緑化功労者の表彰・大

会決談等。配念行事〕(1)第15回全国林業後継者大会，5月10

日，高石市ホテル新東洋，全国および大阪府の林業後継者等400

人。(2)緑化推進府民大会。(3)府民総参加による大植樹巡勤。(4)ウ

ツドフェア。(5)国際グリーンフォーラム。(6)森林シンポジウム。

日林協会雛室（詳細はP.46参照）日.休協総会関係第32回林業技術コンテス

ト

第41回日林協総会

日林協支部幹事打合会

巾央森林（もり）の市

緑化推進運動功労者内閣総

理大臣表彰

旭川営林支局61年度植樹祭

北見営林支局苗木の寵布会

5．28

日本青年館（〃）

日林協会雛室（〃）

林野庁。代々木公園。緑化木・木工品等の展示即売

総理府。総理大臣官邸

5.29

5.30

5.17～18

5月下旬

5月中～下旬

5.9

旭川営林支局。咽11営林署管内嵐山国有林

北見営林支局，北見営林署。北見市内(一番鋤。1,000名に配布

（チョウセンハリモミ・イチイ・アカエゾマツ3木1組）

北見営林支局，北見営林署。端野町緋牛内(オホーツクの森)。ア

カエゾマツ2,500本植栽。緑の教室，盆栽・山菜料理・森林浴コ

ース開股

秋田県内および山形県内の各1カ所で実施する。参加者官公庁代

表，報道関係者，緑の少年団，営林局署OB

秋田営林局・秋田魁新報社共催。秋田営林署管内国有林。一般応

募の婦人を対象に，植樹等を行い緑への認識を深める

北海道。旭川市

青森県緑推。三戸郡新郷村

岩手県・岩手県緑推・安代町。岩手県安代町
岩手県緑化センター

秋田県緑推・仙北町・秋田県。秋田県仙北町

山形県・市町村・山形県緑推等。平田町北俣町有林地内他6カ所

福島県総合緑化センター。福島県総合緑化センター榊内

植樹祭 5．21

秋田営林局植樹祭5月中旬

第14回女性みどりの集い5月~F旬

北
青
岩

海
森
手

道
県
県

北海道植樹祭

青森県植樹祭

岩手県植樹祭

緑化講習会

第37回秋田県植樹祭

植樹祭

福島県総合緑化センターま

つり

森林浴とバードウォッチン

グ

栃木県植樹祭

緑化講演会

第37回千葉県郷土緑化県

民大会

神奈川県植掻祭

佐渡地方植樹祭

岩船林業握興祭

上越地方植樹祭

新湯地区植樹祭

市民緑化教室

富山県植樹祭

県民緑化の日

かいじ国体開催記念山梨県
植樹祭

5.24

5月下旬

5.25

5.3～4

5月中旬

5.2他

5月中旬

秋
山
福

県
県
県

田
形
島

茨城県

栃木県

千葉県

茨城県・日本野鳥の会茨城支部。那珂町茨城県民の森5．11

5月

5.23

5.7

栃木県・塩原町・栃木県緑推。塩原町

栃木県・宇都宮市・栃木県緑推。栃木会館小ホール

千葉県・千莱県緑推。千葉県富制輔

神奈川県

新潟県

神奈川県・厚木市・神奈川県緑推。厚木市飯山

地区植樹祭実行委只会。豊かで住みよい生活潔境づくりのため，

植樹行駆を中心として，造林および緑化の重要性を広く県民に浸
透させ，その推進を図る

月

８
３
２
９
１
６
８
８

ユ
Ｊ
２
２
３
－
６
Ｊ
刺

５
５
５
５
５
５
５
５
５

新潟県。新潟県下8会場

富山県。立山町

石川県･石川県緑推。河北郡津幡町県森林公園
山梨県・甲府市・山梨県緑推。甲府市小瀬スポーツ公園

山
川
梨

富
石
山

県
県
県
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’行事名

一日みどりの教室

第17回岐阜県みどりの祭

緑化センター春の行事

長野県植樹祭

森林浴のつどい

緑化樹配布会

緑化樹展示即売会

緑化樹展示即売会

奈良県植樹祭

苗木配布

小野加東緑化大会

緑の少年団記念植樹
緑と花と文化のふれあいフ

ェア

緑化センター春のまつり

緑の教室（盆栽）

〃（草花）

植物探勝会

みどりの少年隊交流会

植樹祭

市町村の森造成

第37回沖縄県植樹祭と苗

木配布会

区分

山梨県

岐阜県

愛知県

長野県

三重県

滋賀県

間

８
両
帝
０
５
吋
皿
幟
輌
輌
輌
輌
竜

阻
１
月
１
３
２
１
２
２
月
月
月
月
１

４
口
Ｊ
〆
。
①
Ｑ
や
●
ａ
ｑ

５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５

主催団体・会場・行事内容等

山梨県・山梨県緑推。甲府市健康の森

岐阜県・古川町・岐阜県緑推。古川町森林公園

愛知県・愛知県緑推。藤岡町愛知県緑化センター

長野県・緑の基金。上水内郡戸隠村

三重県・三重県緑推

滋賀県緑推。野洲町希望が丘公園

滋賀県・滋賀県緑推等。今津町今津文化会館

滋賀県緑推・水口町等。水口町郡民会館前

奈良県・奈良県緑推

奈良県・奈良県緑推

兵庫県緑推加東支部等。上郡町

兵庫県緑推猪名川支部等。猪名川町

和歌山県。和歌山県植物公園緑化センター

奈良県

兵庫県

和歌山県

和敬山県植物公園緑化センター

広島県緑化センター

広島県緑化センター

広島県緑化センター

徳島県・徳島県緑推。広島県立青少年の森

高知県･高知県緑推。高知市地場産業センター

佐賀県。嬉野町全国植樹祭会場

沖縄県・沖繩県緑推。那覇市小禄

5.3～5

5.11

5.18

5.25

5.3

5月上旬

5月中旬

5‘24

広島県

鳥
知
賀
縄

徳
高
佐
沖

県
県
県
県

6月

主催団体・会場・行事内容等

林野庁・営林咳)局。緑のオーナー募集

全国森林組合連合会。茨城県筑波郡筑波町（筑波山々麓）および

国立林業試験場。森林・林業について都市住民の理解と協力を得，

都市と山村の菰極的な交流をはかるグリーンキャンペーン事業の

一つとして58年度から実施されている。今回は筑波山々麓での

間伐・枝打ち作業を見学，植樹参加の後，林業試験場でく森と自

然を語る会＞を開催

行事名

国有林の分収育林の募集

グリーンキャンペーン

親と子の森林教室

期間

6月中旬より

6.1

区分

全
中

国
央

林業技術No.5301986．5
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ロクリ新品種“国見”の栽培試験

閥 術眉廟
※ここに紹介する資料は市販されない

ものです。発行所へ頒布方を依頼する

か，頒布先でご覧下さるようお願いい

たします。

｜ll1Illlllll
研究報告第23号

徳島県林業総合技術センター

昭和60年12月

ロスギ丸太の林内乾燥試験

口ヒノキ精英樹さしき苗の枝の形態

ロハウス内におけるスギ精英樹の秋

さし試験

ロマツノザイセンチュウ防除試験

(治療効果試験第3報）

口根切虫防除試験

ロスギ，ヒノキ穿孔性害虫被害の防

除技術に関する総合研究

A.被害形態および発生環境調査

（第4報）

B被害回避施業効果調査（第4

報）

口特殊粘着シート等処理バンド巻き

つけによるスギカミキリ捕殺試験

DDDVP樹脂蒸散剤によるチャド

クガ防除試験

口樹木用浸透性殺虫剤によるルピー

ロウムシ防除試験

口野うさぎ防除試験

ロマツ枯損木利用によるきのこ栽培

試験

口刈払機用丸鋸目立台の考案

口山城町の林業地域分析に関する調

査

口徳島県の林業地域分析に関する調

査
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研究報告第14号

岐阜県林業センター

昭和60年11月

ロシイタケ害菌防除薬剤の検索

口広葉樹小径材の材質特性及び乾燥

技術に関する研究

口建築兼業製材工場の生産管理に関

する研究

について－佐渡演習林における天

然スギ

ロ立木の引張り倒壊試験の検討

ロマイコンによる作業道の簡易設計

口樹木の分光学的タキソノミーの基

礎的研究(2)－同一樹種の木材のI

Rスペクトルの変動について

研究報告第29号

兵庫県朴業試験場

昭和60年10月

〔研究報告〕

ロスギ階段造林試験の成績(1)

-20年間の生育状況

口雪起こしに関する研究(1)

－作業時期を異にした雪起こしの

効果

ロシカ被害防除に関する試験（Ⅱ）

一ヒノキ造林地における被害防除

ロクロマツの潮風害に対する抵抗性

個体の検定試験（Ⅱ)-10年後の

生長と台風による潮風害の差異

口海岸埋立地の緑地帯造成に関する

研究（Ⅶ）－海岸埋立地に植栽さ

れた樹木の耐潮風性の差異

ロツル植物による林道法面の緑化に

関する試験(1)－高海抜地への

植栽試験

ロツル植物による林道法面の緑化に

関する試験（Ⅱ）－種類による耐

寒性の差異

〔研究資料〕

口薬剤による苗畑除草試験一ス

ギ，ヒノキ床替床におけるペンディ

メタリン，オキサジアゾン，シアナ

ジンの雑草防除効果

□2．3のこん包材料を用いたス

ギ，ヒノキ苗木の長期貯蔵試験

新潟大学農学部演習林報告

第19号

新潟大学農学部附属演習林

昭和61年2月

〔論文〕

ロスギ天然林の林床日射量(1)－林

内環境測定試験地の場合

口海岸砂丘地のクロマツ林およびニ

セアカシア林の年リターフォール量

とその季節変化

ロスギ天然林林内更新試験(2)－林

内における気温と湿度の変動

ロ佐渡演習林における天然スギの形

数と関係がある因子について

口積雪地森林の水保全機能に関する

研究(1)－虎谷沢流域の年間降水量

と年間流出量

口守門村二分地区の林地保全現況に

ついて

口赤外線白黒写真フィルム濃度と土

の含水比との関係について

〔研究資料〕

口北海道・渡島大島に越冬するウサ

ギ

ロ佐渡演習林におけるスギ天然林の

更新に関する二，三の調査

口二，三の樹種の幹径日変化に及ぼ

す剥皮の効果

口多項式幹曲線式による幹材積推定

林業技術No.5301986.5
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会員の広場鴬
成り立つか南米林業

1．はじめに

筆者は，昭和56年から58年まで

2年間を南米パラグアイで造林技術

面の協力を行い，昨60年にはアフ

リカのナイジェリアとタンザニアで

森林造成協力の候補地選定調査に参

加する機会を得た。現地を見，彼地

の林業技術者と話すうちに森林造成

の可能なところが結構広がっている

ことが実感できた。

そして今,再びパラグアイにいて，

自分の実行した5年生の造林地を見

ながら，次の本格的大規模森林造成

の準備をする幸運を与えられてい

る。

＝

小 宮忠義

ここは人間にとっては熱い土地で

はあるが，植物にとっては暖かい土

地で，気候と土壌に適した樹種を植

えることにより，上長成長は少なく

とも年1m,早いものは3mも伸

び，胸高直径も年1.5mから3cmも

太っていくのを見ることができる。

以下，南回帰線の中に位置するパ

ラグアイの造林を主体にして，日本

の造林とも比較してみながら，南米

での林業はいかに成り立つのか？考

察することによって紹介させていた

だきたい。

2．気候・土壌・適樹種・

育林体系

パラグアイは南米大陸の内陸中央

部で，北半球にひっくり返して考え

ると沖縄あたりと同位置になる。年

平均気温は22｡Cであるが,6,7,

8月の3カ月間の冬があり，月平均

最低気温は10｡Cを割る。夏は11,

12，1，2，3月の5カ月間で月平均

最高気温は30～32｡Cである（この

期間の地下10cmの月平均最高地温

は,27｡Cから33｡Cとなり，百葉

箱の中の平均最高気温よりも高い数

値を示し，まさに焼土という感じで

ある)。当地に着任してまず，植付

39

適期を調べ，最高地温が25｡C以下

で，空中の最高気温より低い時期の

5月から8月までに植付けを行うよ

うに努力した。

雨量は10年以上の観測統計で，

年平均1,600mあることになるが，

現実にはその年によって変化が大き

く，1,000mぐらいのことも覚悟し

ておかなければならない。また，月

の平均雨量はさらに年によって変化

が大きく，30日以上雨が降らない

ことも度々起こる。農業関係者は毎

年，播種期，収稜期にこれに悩まさ

れており，林業はまだ弾力的に対応

できるだけに，この面からも大面穫

連続の換金作物一辺倒の農業経営か

ら，植林，果樹，畜産などを含めた

複合的経営を勧める声があがってい

る。

等雨量線自体も，国の中で一定の

方向へはっきりと格段に雨量が少な

くなり，半乾燥地へと下がっていく

し，しかもその年によって，月によ

って降雨は気まぐれである。この

点，局所気象も観測予報できるよう

な観測システムが，大陸では特に望

まれるところである。

造林には年降水量1,000mm以上は

ほしいところである。パラグアイで

も，またアフリカの半乾燥地帯を調

べたときも，これ以下となると，土

壌の状態まで変わってくるようであ

るし，現植生も，アカシアの溌木林

となってくる。土壌は砂質分が特に

多くなってきて，これと粘土質の混

じり具合によって，乾燥と堅さの変

化をきたしている。こういう土地で

は，造林技術もかなり注意を要する

ようになってくるし，現在の技術で

は乾燥に強いユーカリを主として選

ぶことになる。

パラグアイの協力地は，幸いテー

林業技術No.5301986.5
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図･1エリオッテイマツの育林体系図

パラグアイの例:T6cnicasSilviculmrales(CEDEFO小宮）

ラロッサと呼ばれる比較的肥沃な赤

土を基霊としているので，北アメリ

カから中央アメリカのカリブ海沿岸

地域を生育地とするエリオッティ，

テーダ，カリビア，オーカルパなど

のマツ(P"z"ss"),ブラジル・パ

ラナ州を生育地とするパラナマツ

(A7'""c""""悪"sj”"α）などが

気候的にも似ていて造林に適してい

る。

これらの成育期間は20～35年ぐ

らいであり，初期の上長成長も早い

ことから下刈期間は3年ぐらいです

む。その後，枝打ち，間伐と進むこ

とは日本のスギの育林体系とほぼ同

様に考えており，その体系図(図・1）

を次に紹介したい。

ここで特徴的なことは，枝打ち，

間伐実行の間隔が4年，6年ぐらい

と短いことであろう。日本のアカマ

ツの若齢林を思い出していただけれ

ばその成長ぷりを推量していただけ

ると思う。両作業の効率化を考え，

林業技術No.5301986.5

1,300本/l'a植の2条植栽を実施し

てみた。自走機械使用による地栫え

の効率化と，第1回間伐の時期をい

くらかでも遅らせ，製材としての利

用価値がでる胸高直径20cm以上に

なるまで競合成長させることを目標

としている。そのかわり，少なくと

も枝下高6m,通直材を得るために

12年まで4年間隔の枝打ちが必要

となってくる。

パラグアイでのマツの造林実行面

積は，昭和43年(1968年)以来のも

ので5,000ha未満でしかない。しか

しその成長ぶりは，おおむね間伐時

期までは良好である。つまり，当初

は約2,000本/1,a植であり,7年ぐ

らいでうっ閉状態を迎えている。そ

の後,1970年代は1,600本/ha方形

植が勧められてきたのだが，これで

も約9年でうっ閉してしまい，この

時の平均樹高は12m,胸高直径14

cmであった。製材としての利用はも

とより，いまだチップ工場，パルプ

工場もない現状で，間伐材の利用は

牧柵程度しかなく，間伐の実行がな

されていないのが実態である。

この点，隣国アルゼンチンのミシ

オネス州では，1971年にブエノス

アイレスで世界林業会議が開催され

たのを契機として，大面讃のマツ造

林がさらに盛んとなり，今や200万

llaの州面職の中で約20万l'aの造林

地ができ上がっている。当時この会

議には福田元林野庁長官が出席して

おり，その機会にこのミシオネス州

を訪れているとのことを現地の移住

者から聞き及んだが，いかに造林の

成果が早く現れるかを目の当たりに

した次第である。当州では，1981年

までの数年間は不況のうえ，パルプ

エ場の労働争議が長引き，新プラン

トの建設もストップのままであっ

た｡､ところが一方では建設を進めて

いた新パルプ工場が2カ所あり，

1983年には労働争議に終止符を打

った老舗の工場とともに同州で3力



所のパルプ工場が操業に入り，間伐

遅れでローソクのように立っていた

マツの人工林は，いっせいに定性や

列状の間伐が始まり，製材工場ツ

キ板工場，合板工場などとともにい

っぺんに活気がみなぎった。パラグ

アイとこのミシオネス州を比較した

場合，やはり資源をつくっておかな

ければ話にならないと思う次第であ

る。

パラグアイには高知県からの移住

者が多く，今から約25年前に，当

時の高知県林務課長であった猪野現

日本林業技術協会理事長が植林方針

作成の指導に来られ，造林の意欲は

芽生えたのではあるが，その後土

地，資金などの点で問題を抱えてい

た当国として進展しなかったことは

誠に残念である。

造林木の成長は，ミシオネス州お

よびブラジルのサンパウロ州などで

大面積の造林の実績があり，それら

の収護予想表を見てもほぼ図･1に

示した以上の成長を得ている。パラ

グアイでも4面積の造林地ではある

が，間伐前の10年ぐらいまではこ

の国に沿った成長カーブをたどって

いる。

このほか，広葉樹としては，確実

にしかも早く成長するものとして，

ユーカリ,パライソ,グレビリアなど

オーストラリア原産のものが適し，

変わったところでは台湾ギリもよく

成長する。これらの成育期間はマツ

よりさらに短く，7～14年である。

3．造林コスト

造林コストはここでも労賃部分が

大半を占めることは変わりない。パ

ラグアイでは天然林の伐採がまだ径

級伐採のようなものなので，残った

雑木をいかに処理するかがまず第一

の技術である。時間をかけて薪炭材

を取ったり，火入れをして徐々に不

整形丸太まで焼いていけば，いわゆ

る人夫賃は低い国なので安く上がる

が，事業的に行う場合にはやはりレ

ーキドーザなどの自走機械を入れ

て，地栫えまで一気に行うこととな

る。このための大型機械等の設備費

等を考慮に入れなければ，苗木代・

植付け・下刈り･除伐･蟻防除などの

造林・保育経費はヘクタール当たり

12万円ぐらいであり，実に日本では

昭和30年代の造林コストである。

これは主に，地形が平らに近いこ

とと，労賃が日給1,000円ぐらいで

あることによる。こちらの農業は，

夏に大豆，冬に小麦を栽培している

人が多いため，それぞれ播種期，収

謹期が好天をつかまなければならな

いためにせわしいが，除草，防虫な

どはすべて農業I､ラクターで効率よ

く行うためそれほど忙しくはない。

造林の植付け,下刈り,保育などは，

これらの合い間を縫って作業ができ

るので，十分，兼業が可能である。

20年で成木になるわけだから，

「20歳の時に植え始めれば，自分の

人生で3回収穫できる」と移住者の

2世にも造林を勧めている。

4．人エ林材の販売

さて成木はどう販売すればよいの

か。この問題が造林木のマツに関し

ては最大の課題である。パラグアイ

としては間伐もできないままでいる

状況で，成木の利用実績はまったく

ないといってよい。

ブラジルのサンパウロ州を1982

年に訪れた時，この問題に州森林院

自体が取り組んでおり，日本から人

工林，小・中径木用の製材機械の技

術導入をすでに計画していた。同時

に防腐処理をして，モデル木造住

宅，ベッド，テーブルセット，家具
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など試作品を作って，郊外の家具セ

ンターでPRを始めたところだとの

ことだった。つまり，アマゾン，パ

ラグアイ国境方面から天然大径木材

が入ってくるので，まだまだ針葉樹

材に対するなじみがないということ

である。

アルゼンチンのミシオネス州で

は,1981年にカナダから大型の製材

設備を入れた工場も操業を開始し，

従来工場も天然広葉樹から人工林針

葉樹製材へと移行しつつある。製品

は側板，床・天井板などが主で，こ

のほかツキ板工場，合板工場なども

小規模ではあるができてきた。製品

はほとんどが大消費地であるブエノ

スアイレスへ送られる。ミシオネス

州の家屋を見ても，構造はレンガ，

コンクリート造りであるが，天井，

内壁，床などには木を使っている

し，すでにマツを使っている住宅も

見受けられる。この国は原住民との

混血が少なくほとんどが西欧人の系

統のままであることも関係があろ

う。仕上げはニスをぬるのが得意で

ある。

ツキ板，合板工場は天然広葉樹の

有効利用を目的としてできたもので

はあるが，最近,エリオッティマツ，

パライソなども使いはじめ，特にツ

キ板は大変感じの良い木目と色を出

している。ブエノスアイレスではパ

ライソの製品が，天然広葉樹で最も

高値であったセドロ，ラパチョをし

のぐ価格で取引きされだしていると

いうことである。人工林の通直材は

加工もしやすく，今後最も期待され

る部門だと思う。

マツを大量に消磯してくれるの

は，何といってもパルプ，製紙工場

である。ミシオネス州では前述のと

おり，3工場の操業とともに，間伐

林業技術No.5301986.5
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．千恥 隣国アルゼンチンの1983年の物価

上昇率は1年で433.7％，ブラジル

でも激しいインフレ状況を呈してい

ることは日本のニュースでも報じて

いることであろう。この図では，た

とえ物価上昇率が年3％と安定して

いても，25年後の収入が130万円で

造林利回りは10%上,また物価上昇

率6％なら25年後の収入は180万

円で,利回りは12％上となることを

表している。

高利回りを得られる第一の理由

は，造林コストが安い時期に実行す

ること。第二は成長が早く資本の回

収期間が20～25年と，日本のスギ

造林の兇～兇の年数で十分である

ことがあげられる。もっとも地力維

持と山火事予防のために緑肥栽培が

必要とされてこよう。

経済の高度成長前の造林がいかに

有利かを示す図でもある。
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図・2造林利回り図（パラグアイにおけるマツ造林地の場合）

原図は通蛍をパラグアイのガラニースで表示したが,1982年

当時，日本円とは1：1であったので，円で表示した

材も成木も大通の収謹が始まった。

同時に周辺の製材工場までが活気を

呈すので，原木価絡も成木の良質木

については一段上となる。1982年の

価格で，間伐木立方メートル当たり

2,000円,成木丸太3,000円が,1983

年にはそれぞれ，3,000円，5,000

円と上昇している。しかしまだこの

時期は買い手市場の感が強く，工場

主の言い値なりの情況である。

パラグアイでは将来，これらの市

場にいかに食い込んでいくかが鍵で

あると思っている。国内303万人の

人口と，農業立国では，木材消費量

として多くを期待することはでき

ず，まじめで働き者の国民性を生か

して，どの辺まで付加価値を高めた

製品にしてi愉出するかを検討するこ

ととなろう。

国内大口需要としては，来年操業

予定の製鉄工場で消徴する木炭にユ

ーカリ，さらに建設が夢である製紙

工場へマツのチップ・原木となる。

林業技術No.5301986.5

5．造林の収益性

最後に収益性の胸算用となり，図

･2にパラグアイにおける造林の投

資規模による利回り見取り図を描い

てみた。

造林コストがヘクタール当たり10

万円台であるということは，日本に

おいてはかつて戦後の経済復興期で

あり，労賃も上昇していったが，木

材価格も急上昇したころのコストに

あたる。木材販売のほうは，立木価

格にして現時点ではヘクタール当た

り75万円（総販売量は，造材歩止

り約70％で37011fを予定した)程度

であるが，日本のたどった道をみて

も，また今後の天然林資源の急激な

減少傾向をみても，木材価格はかな

り上昇するであろう。

この図では物価上昇率10％まで

を示したが，現にパラグアイの近年

はこの程度の傾向を呈しており，25

年後には260万円となる（これは造

林利回りにすると約14％となる)。

南米のアンデス山脈東側大地（ラ

・プラタ河大流域）でのマツ造林

は，ブラジル・サンパウロ州，隣国

アルゼンチン・ミシオネス州がとも

に約20万haに近い大きな実績を有

して，今，その製品が世に出始めて

いる。パラグアイも外洋こそ持たな

いが，気候，土壌，地形，そして働

き者の人々に恵まれ，第3の大造林

地造成を目ざして，今，行動を開始

する機会を得ている。

パラグアイには日本の移住者も多

く，計画的に進めていく土壌は十分

あると信じている。南米の林業技術

協力にかかわってこられた先輩方の

ご努力に敬意を表するとともに，日

本の読者の方々に，新たなご理解と

ご支援が得られれば幸いである。

（パラグアイ国林野庁）



スギ林の間伐促進と

優良林分育成の一手段

はじめに

スギの優良林分育成には，規則的

な間伐を何回も行うなど集約な施業

が要求される。しかしながら，現

時点では間伐小径材価格の低迷，林

道・作業道の未整備，伐出技能者の

不足等の悪条件が重なり，保育体系

に沿った理想的な施業を行うことが

困難になってきている。ことに，自

動車道から300～500m以上離れた

林地でば間伐率が低いほど採算が悪

くなるため，間伐を停滞させる結果

を招いているが，地域林業の活性化

をはかるためには，広域的に間伐率

を高め間伐を採算ベースにのせるこ

とが必要だと考える。そこで，選木

をしやすくし，早期に間伐を終了し

てしまう方法があれば，森林所有者

も間伐に取り組みやすくなるのでは

ないかと考え，躍木育林，早期仕

上げ間伐」なる方法を案出し普及し

ている。以下その概略について記述

し，諸蟹のご批判，ご教導を願いた

いと思う。

1．ねらい

間伐が停滞する要因の一つとし

て，所有者にはどの木を伐ってよい

かわからないということがあげられ

る。保育体系表によって間伐率など

については理解できても，現実に持

山の林木に対すると大いに迷うのが

普通である。私は要間伐木を容易に

判別できるように,平均4xn間隔(1

1la当たり620本）に優勢良木を選定

して，長期間明示するために白ペン

キでしるしづけすることを指導し

杉 山宰

た。スギ50年生前後の適正立木本

数(中庸仕立)が620本とすれば，選

にもれた無印木はすべて間伐予定木

となる。これなら安心して間伐を進

めることができる。また，このしる

しづけによって残存優良木の価値を

高める意欲もわき，稜極的に間伐も

行うようになる。この方法は，間伐

促進にとどまらず枝打ちにも大きな

効果をあげている。特に二玉枝打ち

ではしるしづけ木のみにしぼった枝

打ちとなり，普通の枝打ちに比べ労

力が50%以上節減される。

2．早期仕上げ間伐

5～6齢級において間伐を終了し

てしまうという職極間伐方法であ

る。前述のように1畑当たり620本

の優良残存木しるしづけ方法をとる

ことによって可能となる間伐方法で

あり，従来の弱度から中庸度間伐の

慣習からみると常識の壁を破った強

度間伐といえる。

（1）その利点

111a当たり3,000本植栽の地域

で，ある程度除伐，間伐のできてい

るスギ5～6齢級の林分の立木本数

は,1ha当たり1,600本前後とな

る。この林分の残存本数を620本に

すれば，間伐対象木は約1,000本と

なり,111a当たり10011fを超える間

伐材積となる。また，この方法では

不良木，劣勢木のみでなく，平均4

m間隔の選抜しるしづけから外れた

準優勢良木を含めた間伐となるた

め,伐採髄だけでなく材質も向上し，

収入増につながる。この方法に，間
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伐事業の団地化，搬出方法の改善等

を組み合わせることによって出材量

を増大することができる。

また，主伐材の元玉の良し悪しは

単位面積当たりの金員収私を大きく

左右する。ところが，スギ元玉の製

材段階で特に問題化するのが過去数

回にわたる間伐時の損傷痕である。

今後，搬出のコストダウンをねらっ

た集材機による横取り方式が増加す

ると残存木元玉の損傷が多発するこ

とが危倶されるが，こうした点から

も間伐を早期に仕上げて間伐回数を

思い切り減らすこの方法は有利であ

る。5～6齢級仕上げ間伐以後の肥

大生長部分は無傷の良質材となる。

現在までの実験例でみると，スギ

適地において，優勢良木を残存木と

し，5齢級時から-|-分なスペースを

もってコンスタントな直径生長を促

した場合,50年生時には,平均胸高

直径42cmとなり,1ha当たり立木

材稜830nlpに達することが推測され

る。

強度の間伐と枝打ちにより，林内

照度が高まるため，以後10～20年

間はその時々の陽光度に適した林内

栽培作目の導入が可能となる。オウ

レン，ゼンマイ，タラ，ミョウガ，

キハダ等があげられる。林内栽培は

副収入源としてばかりでなく，林地

土壌を改良し，残存木の生長にも好

結果をもたらすとみている。

（2）問題点

風害と積雪害の発生が懸念される

が，昭和50年から10年間にわたっ

て徳島県美馬郡，三好郡地域(10万

ha)で広域点在的にこの方法で間伐

を実施した結果，今のところ被害は

発生していない。

スギ111a当たり3,000本植栽の林

分で3～4齢級時に除伐・間伐によ

林業技術No.5301986.5
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選木育林・早期仕上げ間伐林（単線循環式軽架線擬出）

制度」を設け，昭和53年から5年

間に117名の選木士を養成した。

特に早期仕上げ間伐の導入につい

ては森林組合およびグループのプロ

ジェクト活動を軸に展示試験林を設

置して残存木生育追跡調査を続けて

いる。

むすび

ヒノキ人工林では心持柱材生産を

組み合わせた集約施業を目標として

おり，また，カラマツ人工林におい

ても応用は可能であると考えてい

る。この方法が広く行われることに

よって，良質間伐材の量的，継続的

な出材の流れをつくり，それに対応

した流通・消費構造が形成されて，

これが価格安定につながるものと考

えられる。また，森林組合を中心と

した林産事業を活発化し，林内栽培

の導入等，山村活性化に資すること

を期待している。

（難督脇町膿林襲務所.林業専門）

って1ha当たり1,600本前後にすれ

ば5齢級時には平均胸高直径20～

22cmの健全木形（形状比70)とな

るので，両被害の不安は解消する。

間伐促進対策事業等による第1回間

伐はこの本法の準備間伐として必須

要件と考えられる。

年輪幅が広くなり材質の低下を及

ぼすのではないかという問題もある

が，残存する優良木のみにしぼった

枝打ちが行われるため6～8mの二

玉枝打ちが比較的容易となり，この

面での材質向上が年輪幅増大のマイ

ナス面を補って余りあると考えてい

る。枝打ちされた元玉，二番玉は胸

高直径20cmくらいの太さの時点か

ら年輪幅4mmでコンスタントに肥大

していく。将来の林業経営のあり方

や木材需要の動向を考えると年輪幅

4mmが材質低下となって不利を招く

とは思えない。

3．地域での普及

三好郡地域(62,580ha)を中心に

この方法を普及してきたが，まず効

率的普及手段として林業職造改善事

業の高度集約団地育林事業に持ち込

林業技術No.5301986．5

み，分散的，規模的な展示効果をね

らい，7町村,8団地，250カ所（林

分),290haで実施するとともに，町

村単補助事業やグループプロジェク

ト等の自主活動による実施にも重点

をおき，予期以上の成果をあげた。

またこの方法に対する理解を高め，

早期普及を図る手段として「選木士

投稿募集要領

■技術体験の紹介，実験・調迩等の結果の発表。要点をできるだけ簡単に書いて下
さい。[400字詰原稿用紙12枚以内（図・表写真を含む))

■日常，業務にたずさわっての林業全般（林業政策・技術振興等）に関する意見・
要望，本会運営に関すること，会誌についての意見等。〔400字詰原稿用紙8枚
程度〕

口上記についての投稿は会員に限ります｡また原稿は未発表のものをお寄せ下さい。

口原稿は誌面の都合で短くする場合もあります。原稿の採否，掲載の時期はできる
だけ早く本人にご連絡いたします。

口原稿には，住所・氏名（必ずふりがなをつける）・職名（または勤務先)および電
話番号を明記して下さい。

ロ掲載の分には，薄謝を幽呈いたします。

口送り先〔〒102〕東京都千代田区六番町7日本林業技術協会續集部

60年度会員配布図書刊行のお知らせ

60年度会員配布図書『森林（もり）の健康学』（岩崎輝雄著）は行刊
がおくれていましたが，4月末発刊いたしました。森林浴ブームも加わ

り，屋外でのスポーツ，森林レクリエーションがますます盛んとなる今
日ですが，健康づくりに森林はどのように関与しているのでしょうか。
新緑の美しい季節，本書を秘えての山行にご利用いただければ幸いで
す。

なお，本書は書店でもお求めになれます。（別装丁・定価650円）
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<第33回森林・林業写真コンクール〉入選者の発表

応募作品数612点(カラーの部340,白黒の部272）について4月17日審査会を開催し，慎重審
議の結果次のとおり入選作品を決定いたしました。なお，版権は本会に属し作品の一部は「林業
技術」の表紙・誌上に順次掲載いたします。

カラーの部

〔特選〕（腱林水産大臣賞）
20年に一度行われる御神木祭

松原栄一（長野県木曽郡）
〔一席〕（林野庁長官賞）

再生松谷博行（長野県大村市）
〔二席〕（日本林業技術協会賞）
ライチョウ有井寿美男（長野県上伊那郡）
美しい絞り技(わざ）保田和良（大阪市住吉区）
枝打ち栗林輝征（京都市伏見区）
〔三席〕（日本林業技術協会貧）
山のうえの演奏会斉藤光弘（神奈川県津久井郡）
霧雨に煙る渓谷斉藤孝義（岡山県御津郡）
かなえ橋落合孝（名古屋市名東区）
木造アーチ世戸貞壮（広島県賀茂郡）
杉丸太干し吉田芳雄（奈良県高市郡）
〔佳作〕

巣箱かけ吉野儀（千葉市）
元気になった松重永真智子（神戸市長田区）
筏師名畑浩平（東京都足立区）
春彩、加賀谷妙子（東京都渋谷区）
コイの山登り平田和典（東京都昭島市）
北山杉の絞り丸太作り保田和良（大阪市住吉区）
山焼き野々村整亮（静岡県清水市）
冬にそなえる小畦一（埼玉県入間郡）
林道野々村整亮（静岡県清水市）
カモシカに依る苗木食害防止作業

郡上敬（長野県木曽郡）
天然木曽ヒノキを伐採する杣夫

松原栄一（長野県木曽郡）
森林に生きる鰻江信幸（北海道帯広市）
生と死斉藤日出世（栃木県鹿沼市）
モンスター大久保俊男晴森県八戸市）
クマゲラの親子畷江信幸（北海道帯広市）
ばあちゃんと孫播間正治（秋田県仙北郡）
ナメコ採り大熊政彦（長野県飯山市）
山村の春小林芳夫（長野県更埴市）
白い森江戸賢水（北海道根室市）
苗畑で働く人達林秀（岐阜県恵那郡）

白黒の部

〔特選〕（農林水産大臣賞）
人馬一体

横山広美（北海道天塩郡）
〔一席〕（林野庁長官賞）
樹陰の森林教室蟹江信行（北海道帯広市）
〔二席〕（日本林業技術協会賞）
防災林を育てる佐藤百二（宮城県泉市）
枝打ちする女性群中村ひとみ（長崎県佐世保市）
雪中の巣箱かけ宮澤行雄（長野県上伊那郡）
〔三席〕（日本林業技術協会賞）
山で働く人たち高橋真一（秋田市）
仕事場へ下斗米光円（岩手県柴波郡）
山仕事の一服伊藤武（長野市）
伐採鈴木直子（東京都立川市）
伐採佐藤新一（秋田県横手市）
〔佳作〕

森林オーナ崎出恒夫（北海道留萌市）
自然の造形前田賢一（北海道天塩郡）
ひるげ佐藤久太郎（秋田県横手市）
伐倒作業蟹江信幸（北海道帯広市）
少年蟹江信幸（北海道帯広市）
木出しの女佐藤新一（秋田県横手市）
うまく打てるかな蟹江信幸（北海道帯広市）
山で働く大熊政彦（長野県飯山市）
新緑のころ長吉秀（福岡市南区）
山の駅戸田秀一（岩手県盛岡市）
仕事を終えて佐藤新一（秋田県投手市）
湿原の鹿田宮佳代子（北海道上川郡）
冬樹川西輝道（高知市）
冬山の詩前田賢一（北海道天塩郡）
森と湖江戸賢水（北海道根室市）
集材加賀谷良助（秋田県横手市）
雪の銘木市川口善也（名古屋市天白区）
農作業下斗米光円（岩手県柴波郡）
冬山の造材沢田実（札幌市白石区）
春待つ苗木石川孝一（北海道旭川市）

選評：カラー全盛時代の反映か，白黒の部の応募作品の点数が昨年にくらべて減少したが，作品

の質は均等化し，レベルアップしてきている。

この写真コンクールの目的の一つには，一般市民の参加によって，少しでも森林・林業を理解して

もらいたいというひそかな願いがあり，今日まで33回も続いてきた。

今年の大きな特色は，営林署員の作品が活躍したことであろう。カラー特選の噸神木」松原栄一

氏，白黒1席畷陰の森林教室」蟹江信幸氏（他に伐倒の瞬間など優れた作品があった）は，いずれ

も森林に働く者の立場からシャッターを切っている。きわめて好ましい傾向である。また白黒特選の

「人馬一体」横山広美氏は雪深い北海道の森林で，木材搬出の馬と人間の苦闘をあますところなく描

写して見せた。あわれなまでの馬の姿態!？島田審査員もまれに見る馬の傑作と絶讃。（八ﾌk~F弘）

林業技術No.5301986.5
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第41回日本林業技術協会通常総会の開催

および関係行事のお知らせ

総会ならびに関係行事を下記のとおり開催いたしますので，ご出席下さるようご案内申

し上げます。
記

行 事 ｜会 場月日｜時間
5月28日（水）｜鷺0歳1億＄時分時分9:00～16:30

17:30～21:30

第32回林業技術コンテスト

コンテスト参加者都内見物

理事会

第32回林業技術賞受賞者の表彰

第32回林業技術コンテスト受賞者の表彰

永年勤続職員の表彰

第41回通常総会

創立65周年記念パーティー

支部幹事打合会

支部幹事懇談会

日林協5階会議室

はとバス

日本青年館
〃

〃

〃

〃

〃

日林協5階会議室
〃

5月29日（木）

5月30日（金）

12:00～13:00

14:00～16:00

16:00～18:00

10:00～12:00

12:00～14200

※総会，理事会の会場が都合により「日本青年館」になりましたのでご注意ください。

東京都新宿区霞ケ丘町15番地TELO3(401)0101(代表）

（国電・信濃町駅より徒歩7分，国電・千駄ケ谷駅より徒歩7分，地下鉄・外苑前駅より徒歩5分）

|協会のう四
◎講師派遣

1，依頼先：林業講習所

内容：新規採用I種研修

期間：4/18

講師：猪野理事長

2．依頼先：信州大学

内容：非常勤識師驍林土壌）

期間：4/1～62.3/31

講師：松井顧問

3．依頼先：千葉大学

内容：非常勤識師(客員教授）

期間：4/1～62.3/31

講師：中島主任研究員

4．依頼先：三重大学

内容：非常勤講師(航空測樹）

期間：4/10～9/30

識師：渡辺技術開発部長

5．依頼先：鳥取大学

内容：非常勤識師(森林航測）

期間：4/11～62.3/31

識師：渡辺技術開発部長

6．依頼先：宇都宮大学

内容：非常勤織師(森林航測）

期間：4/1～62.3/31

講師：渡辺技術開発部長

◎第19回林業技術シンポジウム

第19回林業技術シンポジウムが，

3月6日農林水産省7階講堂におい

て，全国林業試験研究機関協議会主

催，林野庁後援，本会等協賛で行わ

れ，猪野理事長が出席した。

◎海外派遣

1．国際協力事業団からの依頼によ

り，ペルー国アマゾン森林造成プ

ロジェクトとして，4月8～28日

まで松井顧問を派遣した。

2．インドネシア国マムジェ林業開

発協力基礎第二次調査のため，4

月1～22日まで,坂次長,望月課

長，渡辺主任研究員を派遣した。

3．フィリピン国広域森林情報分析

管理計画調査現地調査のため，3

月31日～4月29日まで中島主任

研究員を，3月31日～5月29日

まで小路口課長,橘爪課長,原課長

代理,山口主任研究員を派遣した。

◎お知らせ

北海道における業務の円滑な推進

を図るため，5月1日より下記のと

おり北海道事務所を開設した。

〒060札幌市中央区北四条西5-1

北海道林業会館3階

（社)日本林業技術協会北海道事務

所（所長塩田英明）

電話①11）251-4151（代表）

（011）231-5943（直通）

FAX(011)231-4192

昭和61年5月10日発行

林業技術

第530号

編集発行人猪野砿
印刷所株式会社太平社

発行所
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幻
図面絵､写真、地図等のあらゆる面積を迅

渡に､正確に読む，タマヤ帆 "シノノーズ

豊富な機能を備えたべｽﾄｾﾗー の高級ﾓデﾙプリンタ機構付の最新型多機能ﾓデﾙ面積･線長を同時測定するエリアﾗｲﾝﾒータ

〃月肌ア拠到川かPM"ⅨSDOO
(専用プラスチック収嫡ケース､ACアダプター付)¥85,000(専用ブﾗｽﾁｯｸ糎納ケース､ACﾁﾔー ジﾔー ､用紙3率付)¥98,500

-|｜，．

(専剛プラスチック収鯆ケース､ACアダプター付>¥135,000

紗蘂

t

服

縄

〃
占
則 一

PLANIX7の特徴

ロワンタッチ矧0．セ､ﾝ卜機能による商い操作性

■メー|､ル系c､ﾖ､m2|,km2|,インチ系in2､II2､acreの
豊常な巡択lli位と'fルスカウントモード

■メモリー機櫛による縮尺と』11位の保雄

■単位や繍尺のわずらわしい,il"轍は皇切不要

ロ測定値オーバーフローも上位恥位に自動シフト

■より測定柵度を高める自動算出の'ド均値測定

■累積測定に便利なホールド機能
■理想的なタッチ方式と躍耗に強い特殊積分単

PLANIX7Pの特徴

、小型･高性能プリンタ機構が．大切なデータを
肥鍬･保存し、イニシャル群号の入ﾉﾉによりデ
ータの籍理がI'1能

･ドーナツ面積ill雌が師lliに行えるマイナスmi"
測定機能

■測定結果を剛ﾘ叶節に移行できる芯卓機能
ロワンタ,ソチ℃"セット機能

■メートル系Cm2､m2,,km2.インチ系in3,ft2,“rE
の蝋岱な選択ﾘi位とバルスカウントモード

ロlli位や縮尺のわずらわしいil算は、・切ｲ畷
■測定値オーバーフローも上位ili位に自仙シフ|、

■より測定精度を樹める"j算出の平均価測定

■大きな図形の累械測定に便利をホールド機能

■横分車のスリップを防ぐ、理想的なタッチ〃式

■膿粍によるエラーを防ぐ．特殊加工の職分ili
■無入力状態5分で自帥的に芯源の切れるパワー
セーフ機能

■世界で股初.のプラニメーター専月ILSIをIII雌し
たスタ､ソフが実理したローコスト・ハイパフォ
ーマンス

PLANIX5000の特徴

画一W1の測定で而積･課長を職1時測定

■理想の人力機能：ポイントモード

■どんなに似雑な図形でもポイントモード、スI、
リームモードによI)､前ﾘi操作で正確測定
■微小脳I形もlf確に測定する線分解能0.05nmの
商性能小型エンコーダ

■測定結果をIqMﾘ計算できる芯卓臘能
■魁岱な選択ﾘi位；メートル系<mm.cm,m､km)、
フイーl､系(in､ft､ac記/yd,mi）

■IIWや縮尺の換算もコンピュータがIc1動計算
・設定されたjii位や舗尺はメモリー機能によりバ
ックアップ

･測定梢鹿をより高める､ド均餓測定、大きな図形
の測定をI'1能にする累俄測定

■測定価オーバーフローもk位単位へ自動シフト

■精度･耐久性に優れたダブルダイヤモンドリング

画省エネ股I汁のパワーセーブ機能とAC･DCの2遊
猟〃式

■座標･耐n．線艮のデータを外部出力するコネ
クター付

■AC･DCの2他源とパワーセーブ機能
1

謬掛
孑耕ノ
が
、

国17AMA>jA
タマヤテクニ麺掠式芸社

〒M6吏京名E大日区池_上2147TELO3-752-32IIFAX､03752色3218

④カタログ･賛料鮒狼は、，鼎祉まで

′､ガキか危胎にてご連絡ください。
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監修/林野庁編集･発行*画法人日本林業技揃絵
’

本書は，国際森林年を記念して材野庁が発行した中学生(2年）

向けの副読本ですが，高校生あるいは一般社会人にもおすすめ

できる内容になっています。発刊以来，各方面からご好評をい

ただき，賊読のご要望も多いので；このたび林野庁のご認可を

得て一般販売を行うことにしました。

園際森林隼の霊義と｡森林林業の重雲陸についての認識を≦
高めるために，広くご活用いただければ幸いです。

|‘鶏鑑這隠騰繍騨釜繍。
衰退・荒れ地に緑を3.日本の森林変化に富んだ森の国・気候と
森林・土と森林・森林の一生4.森林の働き森林のしくみ・水を
藷える．土砂の流れをおさえる．風や音をさえぎる．空気をきれい

にする．気象を緩和する5.森林を守り育てる尽きない資源・森

林のつくり方・木を植え育てる．森林を守る．森林の管理6.暮ら
しと森林山村の悪らしと森林・都市の暮らしと森林・木とみんな

の馨らし・木のいろいろ木の良さ，美しさ7.豊かな未来のだめ
に森林がなかったら・未来への贈り物
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現場で実際にWTI1難に当たる方々 にl･""I!解されるよう．カラ

フルなさし絵・グラフをたくさん使って．ム駈齢1I雛から作業のやり

方までわかI)やすく解税した，似I解･lfl.l.ちのガイドブック.ノ

《内容》枝打ちの意味/枝打ちの基礎知識／枝打ちの効果／枝打材の

利用と販売／梯丁ちの実際／枝打作業の進め方／稔丁用具と使い方

ーー

B 5判/24ページ一

オールカラー定価弓三口円

(200部以上まとめてお申込みの分についてはI部400円とし、送料は本会が負担いたします） 定
価
四
三
○
円
送
料
六
○
円

発行所課日本林業技術協会 〒102東京都千代田区六番町7番地
電話(03)261-5281振替東京3-60448

ごｼ主文は直接当協会へ

＝


	表1

	表2

	1986年5月号目次

	論壇_新時代を迎えた林木育種-現状と今後の展開

	林木の抵抗性育種研究の動向

	森林遣伝資源保全をめくる最近の動き

	組織培養利用による林木のクローン増殖

	RESEARCH-全国林業試験・指導機関の紹介44_和歌山県林業センター

	RESEARCH-全国林業試験・指導機関の紹介45_和歌山県林木育種場

	山峡の譜_ウズラ谷-夏の下草刈り（上）

	私の古樹巡礼9_万正寺の大カヤ／10_加茂の大クス

	暮らしの中の木竹工芸2_福山琴

	農林時事解説_窮迫する国有林財政_借入残高1 兆5 千億円に／統計にみる日本の林業_林業労働者の減少と高齢化が進行／林政拾遺抄_銭屋五兵衛

	本の紹介_山村を活かすデザイン集/有用広葉樹の知識-育てかたと使いかた／こだま_みどりとは森林である

	Journal of Journals

	林業関係行事一覧

	技術情報

	会員の広場_成り立つか南米林業

	会員の広場_スギ林の間伐促進と優良林分育成の一手段

	〈第33回森林・林業写真コンクール〉入選者の発表

	協会からのお知らせ

	奥付対向

	表3対向

	表3

	表4


